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プロ ジ
ェクト 概要

ADCA P/F 平成7年度実施案件概要

農業･農村開発協力案件(開発調査)

中 国

C h i n a
黄河沿岸農漁業組合間発計画

地区名
甘粛省､寧夏回族自治区､内幕古自治区､
陳西省､山西省､河南省

相手国担当機関 農業部

Gansu Province, Ningxja Huizu Autonornas Regio-

n, Inner Mongolia Auton珊aS Region, Shanxi Pr-

ovince, Henan Province

Ministry of Agriculture P.R.China

1.事業の背景

黄河沿岸地区【ま､中国で経済発展が比較的遅れた地区の一つであり､現在でほ改革開放と多角的な国民経

済発展という方針の指導下で､重点的に支持･開発されている地区である｡

本プロジェクトは､黄河沿岸流域のアルカリ低湿地を開発し､黄河沿岸地区の漁業と農林牧畜業を総合的

に開発して､近代農業モデル基地を建設するものであるQ

本プロジェクトにより､黄河沿岸地区の遅れた生産条件と生塵環境を急速に改変して､当地区の農村経済

を振興し､貧困地区からの脱皮を図り､かつ､総合的な黄河流域整備及びアルカリ低湿地利用の優良モデル

の実現を目指すo

プロジェクトの実施地区は､甘粛省､寧夏回族自治区､内幕古自治区､駅西省､山西省､河南省の6省区

であるo

2.事業概要

黄河沿岸の低湿地を開発して､高品質､高生産､高効果が期待できる組合食品基地を建設するo本プロジ

ェクトで､ 14万畝(g,380ha)の養魚池建設と3万畝(2,010ha)の畑地造成を行なうD

建設内容

(1)養魚池の新設 14万畝

(2)畑地造成 3万畝

(3)既存養魚池の改善 6万畝

く4)稚魚･稚苗塙 6カ所

(5)魚用飼料総合工場 7カ所

(6)水産加工場 1カ所

(7)水産技補汁ゼスセガ-6カ所

事業実施により､低湿地の改造､洪水湛水被害の防止､砂漠化･沼沢化の防止､塩アル別土化の拡大防止の

生態環境の改善効果が期待でき､現在､地域農民l人当たリ511元の年収が1, 109元となり､就業機会の増大

と収入の増加､食生活の改善､生活レベルの向上が図られる｡

3.事業費概算

94, 339万元

4.特記事項

第4次円借款の後半2年に申請の準備をしているが､事前に開発調査を行い計画の絞り込み･特定が必要

と思われる｡

調査団の楓戒 篠田(チェリ-コWJトタント)
､石坂(太陽コW)けカ) ､馬場(太陽コW)けカ)

P/F実施期間 平成7年5月10日-20日

作成1ヨヨ5年6月1日

(iii)
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甘粛省地区

新設養魚池20, 000畝

畑地造成 5,000畝
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山 西 省

新設養魚池30,.000畝

畑地造成 7,500畝

河南 省

新設養魚池 30, 000畝
畑地造成 7,500畝
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1.調査 日 的

黄河沿岸地区は､中国で経済発展が比較的遅れた地区の一つであるが､現在では改革開

放と多角的な国民済発展方策の指導方針で,重点的に支持･開発されている地区である｡

木プロジェクトは､中国中央政府国務院農業部漁業局の指導のもとで､黄河沿岸流域の

アルカリ低湿地を開発し,同地域の漁業と農林牧畜業を総合的に開発して､近代農業モデ

ル基地を建設するものである｡

本プロジェクトにより､黄河沿岸地区の遅れた生産条件と生態環境を急速に改変して､

当地区の農村経済を振興し､貧困地区からの脱皮を図り､かつ､総合的な黄河流域整備及

びアルカリ低湿地利用の優良モデルの実現を目指している｡

プロジェクトの実施地区は､甘粛省,寧夏回族自治区､内裏古自治区､陳西省､山西省､

河南省の6省区である｡

当調査は､プロジェクトの実施機関が､サロジェクトの実施に当たり日本政府の資金協

力の導入を希望している､との情報から,資金協力の前段階として日本政府の開発調査協

力の実施を提案して､そのプロジェクトファインディング(P/F)調査を実施したもの

である｡
｡プロジェクトの対象地域は広域にわたり､自然･経済状況等の条件が地域によ

って異なることから､開発調査協力の実施により精度の高い計画の作成を提案するもので

ある｡

P/F調査の方法として､中国国内の農漁業に関する一般資料と農業部作成の資料等の

収集と分析､および現地調査を行った｡現地調査は､対象地域が広域であることから砂漠

地域の｢寧夏回族自治区地区｣と､低湿アルカリ土壌地帯の｢河南省地区｣の2地区で抽

出調査を行った｡

-
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2.計画の背景及び事業の経緯

2.1 中国の社会経済概況と開発政策

中国の国土総面積は960万km?で､この内､約10%に当たる96万kni (9,565万ha)が開墾

され農耕地として利用されている｡人口一人当たり耕地の平均占有面積は､約0.1ha(1.26

畝)と極めて狭小で､中国農業発展の制約要因となっている｡

1993年末の総人口は､ ll.85億人(なほ､ 1995年2月16日総人口は12偉人に達した) ､

1984年以降10年間の人口自然増加は約1.42偉人､年平均人口増加率は1.2-1.3 %で推移

している｡農村及び都市地域の人口はそれぞれ8.52倭人(72%)と3.33億人(28%)であ

る｡

1993年末現在の労働総人口(15歳以上)は約 8.2偉人(総人口の62%)で､この

内､ 6.02億人(73.7 %)が就業している｡未就労人口には専業主婦及び上級学校の学生が

含まれる｡近年世帯の経済環境の好転から専業主婦が増加する傾向を示している｡

表2.1-1社会就労現況 (単位百万人)

また､全就労人口の内､国営企業等で就業する職工が1.09億人(18.1%)
､都市部の

一般労働者3,393万人(5.6 %)
､農村部の就業者数は､

4.59億人(76.3%)である｡経

済部門別の就業状況は次の通りである｡

表2.1-2 部門別就業人口 (単位百万人)

1982年､政府は､社会経済近代化構想の実現を目指し｢2000年工農生産4倍増計画｣を

策定､その基本政策である｢対外開放･対内活性化｣に沿って､人民公社の解体､責任生

産性の導入､国営農場の基盤整備と生産に係わる諸制度の改善等各種努力と経済建設を進

一
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めて来た｡これら経済改革と対外開放政策の実効は著しく､国民総生産(GNP)は､ 1978年

の3,588債元(実勢価格)から1993年には31,342億元(実勢価格)に増加し､国民一人当

たりのGNPも1978年の 372元から1993年には2,645元となった｡

実質国民収入の成長率は､ 1980年前半が10%､後半が7.5%､また1990年代に入ってか

らは､市場経済体制の導入の効果が著しく､相対的な国家経済の成長には､まだ不安定要

素が残るものの､近年の経済開発投資が功を奏して確実な成長を示している｡特に､工業

部門及び建設部門は著しく飛躍している｡

表2.1-3 国 民 総 生 産 (単位:GNP;億元,GNP/人;元)

業
業
設
信
業
ス
均

通
商
ビ
人

JJ㌫輸
融
般
り

農
工
建
運
金
一
G

N

8, 558

2, 542

3, 449

418

407

577

1, 135

808

17, 695

5,017

6, 858

859

1,117

837

2, 995

1, 547

20, 236

5, 288

3, 275

1,747

8

7

2

4

1

4

1, 402

1,411

3, 887

2, 051

31, 342

6, 650

経4ー2義 済 成 長 率

業
業
設
信
業
ス
他

通
商
ビ

J
J
i
の

輸
融
般

農
工
建
遵
金
1
そ

7.9

-1.5
12.7

26.7

5.7

-1.3
6.0

6.5

23.3

13.6

28.3

31.2

26.2

20.8

18.4

22.4

順調な経済成長を支える対外輸出入の財政的収支環境は､ 1980年代中盤まで貿易赤字を

累積してきたが､同年代後半に至り農業及び工業開発投資の効果が現れ､年収支が黒字に

好転し大きく国家収入に寄与する状況となっている｡なほ､ 1993年度は､工場･企業等に

於いて施設整備が活発に行われ機械施設等国際市場からの購入が増加して輸出入収支が一

時的に赤字となっている｡

表2.卜5 対 外 輸 出 入 収 支 (単位:億米ドル)

以上､急成長の経済環境の中で諸物価は､統制された計画経済の下にあって1992年後半

までは極めて穏当な状況で推移してきた｡しかしながら､開放市場経済政策が施行された

1993年からは工業製品の価格急騰を発端として市場価格が大きく変わり､インフレーショ

ンの進行が一般消費と一次産品の生産環境を圧迫する状況が醸成された｡

- ･3 -



表2.卜6 諸 物 価 上 昇 率 (単位:%)

中国統計年鑑(1994)

国家統計局の1994年10月18日付発表の1 -9月経済実績によれば､ 1993年以降､本格的

市場経済の施行により経済活動が著しく活性化されたが､これに伴いサービスを含めた消

費者物価は､全国平均で前年の同期間の実績に比較し23.3%上昇し､中国社会の安定に

とって最大の懸案であるインフレーションの高進に歯止めがかからない状態が続いている｡

これら物価上昇とインフレーションの高進は､食糧作物の生産を促進するため1994年8

月に政府が買い上げ価格を大きく引き上げたことが誘発の要因となったと考えられる｡即

ち､食糧価格が前年比で約30%上がり､これが全体の物価を押し上げることとなった｡

中国の食糧総生産は､ 1949年建国当時の1. 13億トンから伸び悩んでいたが1980年代の経済

改革以降には､生産基盤整備の投資並びに農業技術の普及等が功を奏し､第七次5カ年計

画最終年次の1990年には史上最高の4.46億トンを記録するに至った｡この期間､人口が

ll.43億人(建国当時の約2倍強)に増加しているが､実質食糧生産の伸びが人口増加を

上回り､国民一人当たり年間食糧占有量は210kgから390kgへと大幅な増加となった.他

方､耕地面積は､ 1957年の約1.33億ha (20債畝)をピークに以降は毎年漸減し､ 1991年

末には､約47万haの新規開墾が進められた反面､国の基本インフラ整備事業用(15%) ､

林地転換(26.5%)
､または牧畜用地転換(ll.5%)等があって全体で50万llaが減少､結

果として9,565万haと縮小し､建国当時の10,930万ha (16.4億畝)をやや下回るに至って

いる｡ 1993年末現在の農耕地9,510万baの内､畑地(樹園地を含む)及び水田の占有面

積は､それぞれ7,007万ba (全体の73%)と 2,503万ba (27%)である｡畑地の内､漕概

受益面積は､約2,370万ha (畑地面積の34%､または全体耕地の24%)である｡実質耕地

面積については､ 1.4億ha-1.5債ha (耕地利用率1.56)を維持している｡

2.2 中国社会経済開発政策と中.長期計画

現行の｢国家社会経済開発政策｣は､ 1978年2月の中共十一期三中総で策定された計画

要綱に沿って､次の2項目の目標を政策の基本に置き､農業生産と他の経済部門を有機的

に連携して振興する計画となっている｡

1)工業化による都市人口の増大に対応出来る食糧の増産､かつ安定供給の出来る農業

生産基盤を創設する｡

-
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2)全国に12カ所(その後10カ所に変更)の大規模商品化食糧生産基地を整備し､全国

国営農場と併せ農業生産を強化して商品化食糧を3-4倍にまで増産する｡また､以上

の開発政策に基づく｢国民経済と社会発展10カ年計画(1991 -2000) ｣では､計画目標を

次の3段階に分けて構想している｡

第一段階:当初5年間(第八次5カ年計画; 1991- 1995)に国民総生産を1980年の2倍

にする(この目標は､ 1992年末現在既に達成済である) ｡

第二段階:国民総生産を第九次5カ年計画(1996-2000)までに更に倍増し､ 1980年の

4倍にする｡

第三段階:来世紀中頃までに一人当たりの国民総生産を中進国の水準に引き上げる｡ま

た､この目標を達成するための戦略として､次の5項目の方針が打ち出され

ている｡

①国民総生産を年率6 %程度の水準で伸ばす｡

②国民の生活レベルを｢温飽:最低生活水準｣から｢小康的水準｣に到達させる｡

③21世紀初頭までに社会経済の持続的発展に必要な物質的･技術的基礎を築く｡

④公有制を基本に計画経済と市場経済を有機的に結び付けた経済体制を確立し､その

その運用を試行する｡

⑤社会主義文明の水準向上に努め､社会主義民主法体制を創設する｡

以上の経済開発政策の基本に立っ｢国民経済と社会発展10カ年計画(1991年-2000年)

｣の開発理念は､農業分野の開発に優先順位を置き､食糧の増産と安定供給を最重点課題

としている｡

食糧生産は､ 2000年までに5億トンの達成を目標としている｡この食糧増産計画には､品

種改良･施肥法の改善･栽培管理の合理化等の農業科学技術革新の継続努力､低･中位生

産耕地の改善に加え､農業水利施設の拡充強化等､生産基盤整備事業の推進が構想されて

いる.特に､濯概開発については､受益面積を1990年の約4,810万ha (7.22億畝)か

ら2000年を目標に置き､ 5,440万ha (8.16億畝)まで増やす必要があるとしている｡

地域農業開発を長期的戦略として組織的に実施するため､政府は1978年2月に採択した

｢国民経済発展10カ年計画要綱｣の中で構想した大規模商品化食糧生産基地建設計画のな

かで, 1988年に全国で10地域を指定し､重点商品化食糧生産基地建設計画を策定した｡こ

れら指定10地域には､既耕地が3,130万ha(4.7債畝･全国耕地面積の1/3相当)あるが､

この内､低･中位生産性耕地が2,470万ha(3.7億畝)を占める｡

計画では､今世紀末までに総事業費535億元を投入し､新規開墾220万ba(3,259万畝)

及び低･中位生産性耕地2,220万ha (3.33債畝)の整備･改良､更に､造林220万ha

(3,300万畝)
､草地改良270万ha(4,000万畝) ､果樹園改良70万ha(1,115万畝) ､水産養

殖池の拡大90万ha(1, 340万畝)等が企画されている｡

-
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この計画事業の完成に伴う増加生産量について､政肘は､食糧6,119万トン､綿花･油料

･糖料等の経済作物合計760万トン､水産品283万トンを見込んでいる｡

2.3 計画の背景

黄河は､青海省に源を発し､四川､甘粛､寧夏､内蒙古､陳西､山西､河南､山東の九

省･自治区を経由し､全長5,464km､流域面積75万kn弓の大河である｡

黄河両岸は､広大なアルカリ低湿の荒れ地を形成しており､中国では経済発展の比較的

立ち遅れた地域の一つである｡現在､国家的に改革開放､多角的国民経済の発展が進めら

れている中で､重点的に支持､開発されている地域でもある｡当地域の巨大な資源の潜在

力を十分に発揮させ､漁業を主として農林牧畜副産物業を総合的に発展させ､農村経済を

振興させて地域の貧困を解消し､黄河総合整備事業の国家的長期計画における重要戦略と

して要求されている｡

黄河沿岸地域は､中国の遜永漁業発展の重点地域の一つであり､水産養殖において卓越

した条件を備えながら､水産業は未だ立ち遅れた状態にあり､全国に占める生産量の割合

は非常に小さい｡四川省を除く八つの省･自治区の1992年の淡水漁業生産量は442,896トン､

全国淡水漁業総生産量の7%に相当する｡一人当たりの生産量は僅か1 kgで全国平均の11

分の1に過ぎず､最も低い地域では僅か0.14kgである｡

このような遅れた状態を改善し､地域の資源を大いに活用して黄河沿岸住民の生活レベ

ルを向上させるためには､水産養殖業を重点的に開発し､農林水産牧畜業を総合的に開発

して黄河沿岸地域を全国における淡水魚の重点生産地に改変しなければならない｡

中国の水産業における第八次5カ年計画及び2000年構想では､ 2000年における全国の水

産品総生産量は2,300万トンと構想され､ 1990年の1,237万トンに比べて1,063万トン増加し､

年平均伸び率6.4%となる｡黄河沿岸の八つの省･自治区の計画のうち2000年の黄河沿岸

地域の水産品総生産量は54.9万トンで､ 1990年の14. 1万トンに比べて40. 8万トン増加し､年平均

伸び率14.6%となる｡ 10年計画で新たに116.7万畝(77,800ha)の養魚池を新設する｡

ここ数年､近海水産資源が著しく衰退している為､ 1989年に国家が公布した産業政策の

中では､水産養殖業と遠洋漁業は国の優先的発展産業であり､国は将来それに対応した政

策と具体的措置を採って､これらの産業の発展を奨励し支えて行くよう明確に規定してい

る｡

1980年以来､国家投資と地方住民は自己資金を調達して黄河沿岸地域の商品魚基地を開

発し､併せて世界食糧機構､ EC､世界銀行､アジア開発銀行等の国際機関の資金援助を

利用して､当地域に30万畝(2万ha)の養魚池を建設して来た｡これらの養魚池は-カ所

集中型の大規模経営を行い､比較的高い生産レベルと経済効果を上げ､ 1畝当たりの平均

生産量は350kg(5,250kg/ha)であり､ 1畝当たりの純収入は約400元(6,000元/ha)で､こ

-
6
-



れは5畝の穀物生産の経済効果に相当する｡

アルカリ低湿地の荒れ地を利用して養魚池を開削し､その土で畑を造成整備することば､

黄河沿岸の農村経済を振興し､農民の生活レベルを向上させ､郡市と農村住民の魚不足の

状態を緩和させる最善の方策であり､流域住民の需要と総合経済発展の要求に応えるため､

黄河沿岸農漁業総合開発計画の実施が強く望まれている｡

2,4 事業の経緯

以上の背景から中国農業部は､黄河沿岸6省･自治区(甘粛省､寧夏回族自治区､内蒙

古自治区､駅西省､山西省､河南省)に跨がるアルカリ低湿の荒れ地14万畝(9,333ha)の

養魚池開発を中心とした｢黄河沿岸漁業総合開発計画｣を意図し､事業実施に日本政府の

資金協力を希望し､ 1994年1月国家計画委員会の承認を得て､ 1994年7月実施可行性研究

を行っている｡

海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)は､ 1995年5月調査団を現地に派遣し､

農業開発調査案件形成調査を実施した｡
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3.地区概要

3. 1 自然状況

(1)位 置

黄河は青海省にその源を発し､臥rH省,甘粛省,寧夏回族自治区､内蒙古自治区､隣西

省､山西省､河南省を通り､山東省から激海に流れる､全長5,464km,流域面積75.2万

km2の大河である｡

本プロジェクトは､この大黄河の上･中流域にあたる甘粛省から河南省までの4省と2

自治区(以下6省･区と記す)の黄河沿岸に広がる広大な荒れ地(未開発の低湿地やアル

カリ土壌の痩せ地など)約68万haを対象とするものである｡開発予定面積は約27万ha､

関係する城市(州･盟･市)は32,開発地点は約200-300に及ぶものである｡

(2)地形･地質･土壌

プロジェクトに関連する地域は､黄河上･中流約2,000kmに及ぶため､地形･地質･土

壌は､多彩に富んだ様相を呈している｡しかし開発予定地は､黄河からの潅親水あるいは

伏流水の利用が可能な､低湿地や荒れ地であるため,概して同じような地形･地質･土壌

を示す｡

地形は､一部に河岸段丘の形成もみられるが､殆どが黄河の新旧の氾濫源であるため平

坦地が多い｡

地質は､沖積土､洪積土､風積土および馬蘭組黄土が単一に広く分布するが､上流ほど

交錯した地質となる｡

土壌は､潅教士､塩土､潮土および章句土が主体であり､耕土層も厚く､有機質含有量

も多く肥沃度は高い｡しかしpHは7-9とアルカリ土壌が一般的で､所により地表に白

く塩類集積が見られる｡特に蘭州から呼和浩特にわたる黄河沿岸は､アルカリ化が激しい｡

(3)気 象

プロジェクトに関連する地域は､中国の気候帯区分で言えば､北部-中部温帯大陸性気

候に分類され､冬季の寒冷少雪と春季の乾燥多風を特徴とする｡しかし､地域が広範囲で

あるため､気候もー様ではない｡一般的に言えば､北西部ほど寒冷と乾燥が強く､南東部

なるほど湿潤で温暖となる｡

6省･区の省都の月別平均気温､降水量､日照時間を示すと下表の通りである｡
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表3.1-1月別平均気温(1993年) ℃

蘭州 銀川 呼和浩特 大原 西安 鄭州

1月 -7.2 -ll.8 -14.2 -8.0 -1.6 -1.3

2月 1.7
-1.4 -5.5

0.1 4.3 5.3

3月 7.i 4.9 2.3 5.7 8.0 8.5

4月 13.1 10.8 8.2 Ⅰ2.1 14.8 15.6

5月 15.3 16.6 EZZEl 1(;.5 l7.4 l9.3

6月 20.3 21.6 21.0 22.1 24.5 25.7

7月 21.9 22,8 21.1 21.4 25.7 25.7

8月 19.6 20.2 20.0 20.7 24.1 24.6

9月 16.1 15.8 15.7 l6.2 20.6 21.6

ュo月 9.9 8.9 7.7 10.0 14.0 14.9

11月 2.2
-0.3 -3.6

0.4 5.5 5.6

lュ月 -3.9 -6.9 -10.8 -4.4
0.7 1.9

年平均 9.7 8.4 6.5 9.4 13.2 14.0

出典:中国統計年鑑(1994)

表3.1-2 降雨量(1993年) mm

蘭州 銀川 呼和浩特 大原 西安 鄭州

1月 4.0 4.4 3.7 ll.8 10.6 16.0

2月 4.6 2.2 8.1 0.5 14.5 18.2

3月 8.5 6.5 7.5 0.0 38.7 19.9

4月 0.6 1.6 0.0 9.5 55.7 82.5

5月 52.6 l2.3 10.3 14.9 47.7 31.5

6月 26.6 6.3 50.0 26.3 67.4 97.4

7月 68.5 28.3 111.9 80.3 40.2 51.1

8月 93.3 36.0 52.1 143.8 57.7 93.5

9月 36.0 16.8 32.5 Ⅰ6.5 26.1 33.1

10月 0.8 0.2 0.3 35.3 51.1 35.4

11月 3.3 8.8 18.9 47.2 28.5 80.4

lュ月 0.9 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0

全年計 299.7 123.4 295.3 386.1 440.7 559.0

出典:中国統計年鑑(1994)
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表3.1-3 日照時間(1993年) 時間

蘭州 銀川 呼和浩特 太原 西安 鄭州

1月 80.6 159.9 75,8 144.8 64.4 123.0

2月 178.4 181.4 196.7 l82.1 48.6 137.4

3月 173.6 205.1 231.8 169.7 60.9 174.l

4月 227.3 261.5 259.8 219.3 9Ⅰ.8 219A

5月 225.4 279.8 264.3 218.4 108.8 170.7

6月 253.2 293.9 267.0 257.5 218.8 237.4

7月 224.8 251.2 l92.1 230.3 1(i7.9 172.2

8月 199.4 221.4 224.7 231.5 172.4 l58.9

9月 229.3 276.6 296.2 237.6 182.4 189.1

10月 196.9 219.6 255.2 205.0 70.4 192.0

11月 151.0 136.1 15l.7 132.7 71.4 111.9

12月 125.4 200.1 148.3 260.3 105.2 151.8

全年計 2265.3 2686.6 2563.6 2489.2 1363.0 2037.9

出典:中国統計年鑑(1994)

(4)黄河流域面積

6省･区の給面積は約220万km2で､そのうち黄河流域面積は約75.2万km2である｡各省

(自治区)別に省面積と流域面積をグラフで示すと以下のようになる｡

6省･区が占める黄河流域面積は,全流域面積の76%であり､甘粛19%､駅西17%､

内蒙古15%､山西13%､寧夏7%､河南5%の順である｡

各省面積と黄河流域面積

青海 四]lL 甘粛 寧夏 内薫古 山酉 挟西 河南 山東

図3.1-1黄河淀城面積
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黄河流域面積割合

5% 2%

15% 7%

■青海

□四川

選甘粛

1寧夏

国内蒙古

E]山西

冒険西

q]河南

同山東

出典:黄河流域地図集



表3.1-4 自然状況及び資源

区分単位 甘粛省 寧夏回族

自治区

内蒙古自

治区

山西省 駅西省 河南省

国土面積km2 454,403 51,800 1,183,000 156,266 205,600 167,000

山地km2 118,014 8,179 91,250 44,068 33,890 44,400

耕地k血2 34,824 13,569 50,050 36,804 36,760 7l,500

森林km2 39,665 3,629 166,460 36,734 49,740 27,299

草原.荒地km2 60,600 26,002 680,000 38,660

96,300

35,350 20,222

水面km2

沙漠km2

其の他km2

黄河延長km2

黄河流域km2

4,584

96,716

5,534

139,900

796

397

48,900

8,570

186,670

115,800

4,loo

45,760

127,800

3,579

36,300

黄河年経流量億m3 135 82 414

出典:中国統計年鑑

3.2 社会状況

(1)一般概況

黄河上･中流沿岸は,中国文明の発祥の地で､歴史も古く､黄河の水を利用した農耕が

古くから営まれ､人口も多い｡以下､黄河沿岸の概要を上流から省･区毎に略述する｡

甘粛省黄河沿岸:この一帯は,黄河文明の発祥の地である｡また漠､唐の時代には西域

諸国との文化交易の中継点として栄えた｡民族は､漠族の他に回族､

満族､チベット族､モンゴル族などが住んでいる｡

省の中郡を西から東に横断する黄河は､遠く青南高原にその源を発し､

四川省を経て､この地で黄土高原に入る｡このため黄河沿岸は切り立っ

た河岸段丘となる｡農業が盛んな平坦地は､黄河に流れ込む支流の谷

間に部分的に広がるにすぎない｡

寧夏回族自治区:

黄河沿岸

寧夏回族自治区は､新中国建国後甘粛省と内蒙古の回族居留区を割い

て出来た少数民族の自治区である｡従って総人口の1/3がイスラム教

の回族が占める｡

黄河はここで黄土高原から平原に降りる｡区内の穀倉地帯である寧夏

平原の潅概は､古くは漢時代に始まり2,000年以上の歴史を誇る｡黄

-
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河からの用水路が縦横に走り,小麦､トウモロコシが栽培されている｡ま

た平原は､東西せ鳥毛素沙漠と勝格里沙漠に挟まれ､吹き寄せる砂塵

によって沙漠化の脅威にさらされている｡

内蒙古自治区: 内蒙古自治区は中国で最初の民族自治区である｡モンゴル族の他､回

黄河沿岸 族､涌族､朝鮮族などが住んでいるが､現在では漠族が最も多い｡

黄河沿岸は､広大な自治区の中南部の一角を占めるに過ぎないが､自

治区で最も大きな潅瀧面積を持つ河套･土黙潅概区が含まれる｡ ｢青

い城｣という意味を持つ区都フフホト(呼和浩特)もこの黄河沿岸に

位置し､内蒙古の政治､文化の中心である｡

山西省黄河沿岸:省の西境を流れる黄河は､山西省に入ってから海抜1,000m以上の黄

土高原に再び入り､高原を北から南に縦断する｡従ってこの地の黄河

沿岸は切り立った河岸段丘となる｡黄土高原を抜けた黄河は､平坦な

澗河盆地に入る｡

農業地帯は､省南部の黄河沿岸(沼河盆地の東部)と黄河支流の粉河

沿岸に広がる｡この省南部の黄河沿岸は､漢民族の発祥の地とも言わ

れ､伝説上の古都の多くは此処にある｡

駅西省黄河沿岸:黄河支沈滞河の沿岸に位置する省都西安は､その昔長安と呼ばれ､西

周､案､西漠､惰､唐の都が置かれた｡

この都が位置する清河盆地は､黄河流域最大の潅瀧農業地帯であり､

小麦､トウモロコシなどの産地である｡

河南省黄河沿岸:この地の黄河沿岸は､中国古代の政治､文化､経済の中心地であった｡

中国五代古都の洛陽､開封の2つの都市と省都鄭州も黄河沿岸内に入

る｡

省内の黄河は､かつてはたびたび氾濫したが､現在は良く治水され､

肥沃な農業地帯となり､中国内でも有数の小麦､煙草の産地である｡

(2)行政区

黄河流域は､ 7つの省と2つの自治区に跨る｡全部あるいは一部が黄河流域に入る行政

区は､67城市(州､盟､市)
,339県(旗､市)であり､そのうち6省･区に属する行政

区は48城市､ 273県である｡

黄河流域に入る6省･区の行政区を列記すると下表のようになる｡

尚､本表では､本プロジェクトの開発予定地をもつ主要な城市を

-
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表3.2-1黄河流域行政区表(6省･自治区)

地区(州､盟､市)県(旗､市) 地区(州､盟､市)県(旗､市)

甘粛省蘭州市3県 山西省太原市3県

白銀市3県 陽泉市1県

天水市5県 長治市1県

定西地区7県
Eノ

晋城市4県

平涼地区1市6県
r--:≡丁,-,雁北地区4県

斤州地区8県慶陽地区1市7県

龍南地区1県 晋中地区1市9県

武威地区2県 呂染地区13県

甘南蔵族自治州6県 臨扮地区.:2市15県

臨夏回族自治州1市7県 運城地区1市12県

寧夏回族自治区銀川市2県 駅西省西安市二6県

石阻山市2県 銅川市2県

銀南地区2市5県 宝鳥市9県

固原地区6県 輝陽市11県

稔林地区12県内蒙古自治区呼和浩特市1旗1県

壷頭市1旗1県 延安地区1市12県

皐海市. 沼南地区.--.;…2市9県

鳥蘭察布盟2旗5県 商洛地区3県

伊克昭盟1市7旗 河南省鄭州市㌻...I;5県

巴彦卓ホ盟1市4旗2県 開封市2県

阿授章盟1旗 洛陽市..9県

焦作市6県

新郷市7県

安陽市1県

鶴壁市1県

膜陽市2県

三門峡市5県

(3)人 口

中国統計年鑑(1994)によれば､甘粛､寧夏､内蒙古､山西､隣西および河南の6省･

区の総人口は20,476万人である｡労働人口は9,973万人で､うち第一次産業に従事する人

一iI竪 ‥



は､ 6,353万人､総労働人口に占める割合は､ 63.7%である｡

人口を6省･区毎に示すと以下の表の通りとなる｡

表3.2-2 関係省･自治区人口

絶入口

万人 万人

第一次産業 第二次産業 第三次産業

万人 % 万人 % 万人

甘粛省 2,345 1,131 1,061 61.I 328 17.1 305

寧夏回族自治区 495 230

内蒙古自治区 2,232 999

山西省 3,012 1,414

駅西省 3,443 1,718

河南省 8,949 4,481 2,915 65.0 790 17.6 725

出典:中国統計年鑑(1994)

黄河淀城の全人口を流域別にグラフで比較して見ると以下のようになる｡人口密度は､

下流域ほど際だって高くなるが､人口総数では､中流域が64%と一番高い｡ 6省･区の流

域内に於ける人口割合は､院西24%､ U｣西19%､甘粛17%､河南16%,内蒙古7%､寧夏5%

の順になる｡

尚､中国水利部の流域区分に従うと､上流とは､山西省境界に近い内蒙古自治区の河口

鎮まで､中流とは､河南省の桃花略までとなっている｡
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黄河上流 黄河中流 黄河下流 黄河全域

図3.2-1黄河淀城の人口密度 出典:黄河流域地図集
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□黄河上流

日:I.I.･:: ･二

■黄河下流

8% 4% o%

図3.2-2 流域別および省別流域人口構成 出典:黄河流域地図集

(4)農家所得

.中国における個人所得の格差は､大きな社会問題となりつつある｡所得の不平等は沿海
部と内陸部､都市と農村の間で拡大する傾向にある｡特に農家所得は､地域間格差が極め

て大きい｡

図は､省を単位として､ 1993年における農村産業構造(農村労働力総数に占める非農業

部門労働力の比率で定義)と農民一人当たりの純収入の関係を散布図に示したものである｡

この図で見ると, 6省･区は全国的に見ても､農民の所得が低い地域であることが分か

る｡またこの図から,農村産業構造と農民所得との間に強い正の相関関係があることが分

かるが, 6省･区については､産業構造と農民所得の関連性が薄い｡これらの地域では､

人口の割合に比べ農業外の産業規模が小さく､農家が農外所得を得る機会に恵まれず,農

業の専業度が高い純農村地帯であることによるものと考えられる｡

500

7t;

1000 1 500 2000 2500

農民一人当たり純収入

図3.2-3 産業構造と所得水準の相関
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3.3 経済状況

(1)産 業

6省･区の産業の概況を生産額で見てみると下表の通りである｡第二次産業と第三次産

業の生産循は､ほとんどの省で第-一次産業を上回る｡第一次産業の生産額が全産業に占め

る割合は約27%と低い｡しかし人口を見ると､第一次産業に従事する労働人口は､全労働

人口の64%を占めている｡

この地域にとって第一次産業は､住民の生活向上を図る上で､極めて重要な位置にある

産業であると同時に､第一次産業の収益性を上げることが如何に必要かが理解される｡

表3.311 6省･区の産業別生産額

万元

第一次産業

万元

第三次産業

万元

工業建築業

万元方元 万元

運輸通信商業

万元方元

甘粛省 301.6 74.2 128.7110.218.4 98.814.849.7

寧夏回族自治区 78.6 18.3 34.127.76,3 26.35.14.5

内蒙古自治区 378.6 l26.9 152.6120.93l.7 99.229.98.0

L｣｣西省 519.8 82.9 289..3259.429.9 147.630.727,0

挟西省 492,6 127.0 221.0188.734.1 144.736.913.7

河南省 1,213.2 353.9 545.2481.164.1 314.l60.261.7

合計 2,984.6 783.3 1,370.71,l88.0184.5 830.6177.6164.6

出典:中国統計年鑑(1994)

総生産額の約半分を占める第二次産業(特にエ業)の内容を黄河流域内に限ってもう少

し詳しく見たのが下図である｡各省により特色はあるが､共通してエネルギー､機械､紡

績および化学工業が盛んである｡
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tT::壷

エik年忌戸伍
皇位1乙元

員し
<10

10-60

60-150

>】50

エ北戸伍占工衣火
急FL位比重( I;;)

｢~
｢

l

iiiiidi
l

ー!

く50

50-60

⊂二 60-70

Eニコ >70

図3.3-1黄河流域各省の工業業種構成 出典:黄河流域地図集
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表3.3-2 国民経済主要指標

区分単位 甘粛省 寧夏回族

自治区

内蒙古自

治区

山西省 隣西省 河南省

社会総生産億元 653.3

154.0

617.5 1,100.4 1,000.1

2,202.3
工農総生産億元 492.0 468.5 905.7 804.9

国内総生産億元 301.6 98.4 320.8 518.2 49.5 1,583.1

人均国内総生産元 1,304 1,987 I,469 1,745 1,474 1,7(i9

国民収入億元 265.8 77.9 263.3 406.1 398.9 1,017.3

人均国民収入元 1,149 1,571 1,206 I,362 1,179 1,154

農業総生産億元 122.7 3l.9 164.1 132.6 205.3 671.7

漁業給生産億元 0.3 0.8 1.4 0.6 1.3 5.9

工業総生産億元

社会商品

小売総額億元

対外貿易

輸出額万ドル

369.3

144.2

35,177

122.1

38.5

ll,124

304.4

163.2

41,865

773.2

240.6

58,334

599.5

237.3

7(i,531

2,434.4

616A

136,591

輸入額万ドル 6,413 3,226 18,099 ll,759 35,354 55,877

財政収入億元 40.0 10.9 39.4 58.0 51.0 139.2

財政支出億元 53.5 19.4 66.6 64,3 65.3 147.7

出典:中国統計年鑑

(2)農･水産業

1)黄河淀城の農業概要

6省･区の黄河流域内の農業概況を､中国の農業地域区分に当てはめてみると､大きく

3つの地区に分けることが出来る｡以下各農業区の状況を簡単に述べる｡

･黄土高原農業区:黄河流域内では､甘粛省東部､駅西と河南省の大部分､山西省の西

南部がこの農業地区に入る｡同地区に広がる広大な黄土高原は､乾燥雑穀

生産が主であり,生産量は不安定かつ低収量である｡また大部分が傾斜地

であり~､流土が激しい｡

河川流域の平原や盆地は比較的農耕条件が良く､地区の主要な農業基地で

あり､耕作が集約的で農耕の歴史も長く､小麦､トウ印コシ､綿が栽培される｡

･西北内陸農業区:黄河流域内では､寧夏省と内蒙古の一部が入る｡気候は乾燥し､日

-
iJn
-



照は豊富で､沙漠の面積が広く人口も少ない｡冬季は強風が多く風蝕が激

しく､沙嘆からの風砂の被害が重大である｡肥沃な中州における農業と荒

漠地の牧畜業を特徴とする農業区である｡

耕種農業は､全て潅瀧に頼り水源のある平原に限られる｡気候は温暖で､

日照も豊富なため品質の良い小麦､果実が採れる｡

･内蒙古長城沿線農業区:黄河流域内では､内蒙古と山西の一部がこの農業区に含まれ

る｡降水量､日照量が少なく,草原が広く畜牧業が主体である｡農作物は

1年1作で春期には乾燥が著しく潅概条件が悪いために耕種農業は遅れて

いる｡南部は比較的耕種農業が行われ､乾燥雑穀､耐寒抽料作物及び甜菜

が栽培されている｡

2) 6省･区の農･水産業

1994年の統計年鑑によれば, 6省･区の総面積は22,200万ha､そのうち2,345万ha

(10.5%)が耕地として利用されている｡また耕作面積は3,027万haであり､耕地の利用

率は1.29である｡

農民一人当たりの耕地面積は､各省･区によって開きがあり､最も広い内蒙古自治区で

1･03haと若干広いが､後は寧夏の60ha､山西の58ha､甘粛の51ha､駅西の33haの順で､

最も狭い河南省では0.24haと極めて零細な農業が営まれている｡

総潅概面積は928.9万haで耕地面積の40%を占める｡畑作地帯であるにも拘わらず潅概

率が極めて高いのは､潅概が農業にとって極めて重要であることを示している｡

表3.3-3 6省･区の耕地面積

耕地面積

千ba

耕作面積

千ba

農民一人当たり

の耕地面積

ha

潅概面積

千ba

水産養殖面積

千ba

甘粛省 3,480.6 3,638.7 0.51 899.8

10.3

28.8

寧夏回族自治区 803.1 905.0 0.60 275,0

内蒙古自治区 5,171.7 4,868.3 1.03 1,751.0

LU西省 3,669.4 3,999.0 0.58 1,175.4

隣西省 3,458.4 4,790.2 0.33 1,319.7

河南省 6,870.4 12,068.0 0.24 3,868.0 168.1

出典:中国統計年鑑(1994)

主要作物は小麦､トウモロコシ､豆類(主に大豆)と油糧作物(落花生､菜種)であり､ほ

ぼ全省で栽培されている｡これらの穀類に比べると水稲の作付け割合は少ないが､河南､
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挟西,寧夏では､かなりの面積が栽培されている｡綿花は河南省に限られ､他の省では僅

かに栽培されているにすぎない｡この佃､最近では､甜菜､果樹､野菜の栽培も盛んになっ

てきている｡

甘粛省 寧夏回族自治区内蒙古自治区 山西省 挟西省 河南省

図3･3-2 6省･区の耕作面積状況 出典:中国統計年鑑(1994)

6省･区の水産業は､天然淡水漁獲と淡水養魚であるが､ 1 :12の割合で,淡水養魚が

主流となっている｡特に養殖魚は､近年急速に増加し､ 6省･区の中でも甘粛､寧夏､駅

西､山西の伸びが著しい｡この背景には､生活の向上に伴う食生活の改善(蛋白食品の増

大)と中国の近海水産資源の著しい衰退が挙げられる｡

表3.3-4 6省･区の淡水生産量の推移

淡水産品(汁)1988年基準

1988年 1990年 1992年 1993年 増加割合

甘粛省 2,563 3,562 4,846 5,600 218%

寧夏回族自治区 7,276 10,217 13,485 15,200 209%

内蒙古自治区 25,286 30,428 35,662 38,400 152%

山西省 7,393 10,228 l2,358 14,100 191%

陳西省 15,235 20,567 26,819 30,800 202%

河南省 93,907 104,753 115,521 138,300 147%

全国 4,552,000 5,237,000 6,234,000 7,469,600 164%

出典:中国統計年鑑

淡水養魚の主産品は､鯉で仝消費高の約50%を占める｡この他の魚としては､草魚(12
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%)
､タナゴ(25%) ､鮒(2%)が挙げられる｡ 1993年の6省･区の漁業生産高を上げ

ると以下のようになる｡

表3.3-5 6省･区の淡水魚生産状況

淡水産品(千け)

天然生産 人工養殖 魚類 甲殻類 貝類 その他

甘粛省 5.6 0.3 5.3 5.6

0.1

2.1 1.1

0.5

0.9

寧夏回族自治区 15.2 0.4 Ⅰ4.8 15.2

内蒙古自治区 38.4 16.6 2Ⅰ.8 37.8

山西省 14.1 0.4 13.8 14.1

侠西省 30.8 0.7 30.1 30.8

河南省 138.3 10,7 127. 134.2

出典:中国統計年鑑(1994)

表3.3-6 6省･区の農水産業主要指数

区分単位 甘粛省 季夏回族

自治区

内蒙古自

治区

山西省 険西省 河南省

農業労働力万人 614.9 124.6 558.7 646.6 1,059.6 2,902.0

耕地面積万ha 348.2 80.3 500.5 368.0 348.8 715.0

一人当耕地面積ba 0.57 0.65 0.90 0.57 0.33 0.25

機耕地面積率% 30.1 40.3 54.9 55.8 49.0 69.0

潅概面積率% 25.4 34.3 3.5 31.6 23.3 56.3

農業総生産額億元 122.7 31.9 164.1 131.4 205.3 671.7

耕種業億元 79,5 22.7 91.9 86.4 127.5 475.5

林業億元 4.1 0.9 6.7 8.8 13.0 28.3

牧業億元 31.1 7.5

0.8

49.5 33.1 45.3 1(;2.0

副業億元 7.6 14.7 2.4 18.2 51.6

魚業億元 0.3 1.4 0.6 1.3 5.9

農業純生産額億元 74.5 80.4 83.5 126.9

耕種業億元 46.6 54.5 84.2

林業億元 2.7 6.5 9.1

牧業億元 19.0 20.4 22.0

副業億元 5.9 1.7 10.7

魚業億元 0.3 0.5 0.8
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農業所得率 %

耕種業 %

林業 %

牧業 %

副業 %

魚業 %

主要農業生産

糧食 万トン

小麦 万トン

水稲 万トン

トウモロコシ 万け

大豆 万トン

雑穀 万け

薯類 万トン

その他 万一ン

綿花 万トン

紬料 万一ン

糖科 万トン

麻類 万け

たばこ 万トン

薬材 万トン

疏薬 方トン

水果 万トン

大家畜 万頭

豚 万頭

山綿羊 万頭

肉類 万トン

ー水産品 万け

養殖面積 万ha

67.2

137.2

1.8

I16.5

94.2

0.3

5.I

3.2

232.5

47.1

590.7

630.0

1,012.2

54.3

0.5

958.5

298.2

35.2

413.7

699.8

559.8

2,960.9

60.7

297.9

129.5

70.3

86.1

9.5

33.7

60.8

0.2

2.2

50.6

299.3

391.9

679.0

38.4

1,031,6

132.8

99.7

346.2

26.5

8.6

305.4

874.I

601.9

59.6

2.7

2.9

3,639.2

1,922.I

287.8

947.1

105.0

81.0

296.2

1,262.4

392.0

1,211.0

2,085.0

1,435.0

180.1

13.8

16.8

出典:中国統計年鑑
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4.計画概要

4.1計画構想

海外からの低利借款と国内投資により､黄河沿岸の低湿地･荒地を開発して､高品質､

高生産､高効果が期待できる総合食品生産基地を作り､黄河沿岸貧困農村地帯の貧困脱却

のための農村経済の振興と､荒地開発による国土の砂漠化防止を図る計画である｡

計画では､総事業費94,339万元により､ 14万畝の養魚池建設と3万畝の畑地造成､およ

び関連施設の整備を行なう｡

プロジェクト実施後の年間生産量は､漁業生産量102,400t/年､農業生産量(穀物･果実

･家畜･家禽･その他農林牧畜副生産品) 4,300t/年なる｡また､その他飼料工場､水産加工

場､冷蔵庫､流通等の関連事業の売上高も含めて年総生産額は122,700万元､年間利益は3

2,380万元と見積もられている｡

4.2 主要施設と事業費

主要施設とその工事費および事業費は下記の通りである｡

1)工事費

a)新設養魚池
その内:ライニング養魚池

b)畑地造成

c)改造養魚池
d)生け箕養魚池

e)高級水産品養殖場
f)水産稚魚場

g)魚用飼料総合加工場 5,ODOt/年/ケ所

添加剤部門 500 t /年/ケ所

魚用薬品部門 500 t /年/ケ所

酵母部門 500 t /年/ケ所

h)魚用飼料動物蛋白源加工場

i)水産品加工場 6,000t /年/ケ所

j)農業副産物加工場 2,500 t /年/ケ所

k)水産流通センター(省営)4,000m2/ケ所
〝 (県営) 2,00Dm2/ケ所

14万畝

2万畝

3万畝

6万畝
240 畝

21ブロック

6 ケ所
7 ケ所
6 部門

1部門

1部門

1ケ所
5 ケ所

1ケ所

1ケ所
5 ケ所

ij凍産技_qq_Vr_t/Tろセl/タ∴ー_3_Lg9_OJ狂2jケ所…ーー_
r
j_
_∫_玩小 計

2)~訓練研修費

3)予備費

38,920万元

3,000万元

1,500万元

10,080万元

3,600万元

2,835万元

600万元

5,040万元

120万元

174万元

20万元

2,000万元

6,700万元

1,000万元

980万元

3,000万元

I
i,_?萱β万元

81,327万元

813万元

199万元

計(事業費) 94, 339万元

各省区別数量は表4.2-1参照｡

図4.2-1に新設養魚池標準配置図を､囲4.2-2に新設養魚池標準平面･断面図を示す｡
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表4.2-1主要施設･主要設備省区別数量

項目 全数量

l
単位

省区別内訳

甘粛省 寧夏回

自治メ

内豪古

自治区

陳西省 山西省 河南省

主要施設

1)新設養魚池 14 万畝 2

0.5

2

0.5

2

0.5

2 3

0.75

3

0.75
その内:ライニング養魚池 2 万畝 2

1
2)畑地

3 万畝

3)改造養魚池 6 万畝 1 1 1 1 1

4)生け箕養魚 240 畝 60 30 40 30 50 30

2

5)高級水産品養殖場 21 ブロ､ソ 10 2 4 2 3

6)水産稚魚場 6 ケ所 1 1 1 1 2

7)魚用飼料総合加工場5,000t/年/ケ所 7 ケ所 1

1

1

1 1 1 1

添加斉り部門500t/年/ケ所 6 部門 1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

魚用薬品部門500t/午/ケ所 1 部門 1

1

酵母部門500t/年/ケ所 1 部門

8)魚用飼料動物蛋白源加工場 1 ケ所

9)水産品加工場 5 ケ所

10)農業副産物加工場2,500t/午/ケ所 1 ケ所 1

1
ll)水産流通センター(省営)4,000m2/ケ所 1 ケ所

〟(県営)2,000m2/ケ所
5 ケ所

12)水産技術サゼスセンター3,000m2/ケ所 6 ケ所 1 1 1 1 1

主要設備

運搬車両 504 _∠_＼口 79 77 85 74 103 86

生産設備 5030 セット 530 330 40 2930 1110 90



図4.2-1新設養魚~地積準配置図
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4.3 主要設備

主要施設に設置･配置する主要設備は下記の通りで､設備費は主要設備の工事費に含まれ

ている｡

1)生産ライン設備

a)飼料加工生産ライン 5,000t/年

b)水産品加工生産ライン1,000t/年

c)冷蔵庫 500t型､ 1,000t型

d)高低温冷蔵設備

2)運搬車両

a)活魚運搬車

b)積荷トラック

504台

c)マイクロハ+ス(モニタ1)ンク小用車両､工具車両)

d)toックアップトラック

e)冷蔵車

∫)四輪駆動車

3)生産設備

a)養魚場発電機械ユニット

b)ポンプ

c)酸素増加機

d)撹拝機

e)網洗浄機

4)教育･事務･実験･モニタリンクヾ設備機材

5030セット

a)教育設備(テt'ビ､ヒ寸デオカメラ､ヒヾデオテー7ot/コ-タや､oHP､スライド映写機､カメラ等)

b)事務設備(コンt:oユータ､ファックス､コto一機､高速印刷機等)

c)実験･モニタ7)～/クヾ設備機材(溶存酸素測定機､PHメータ､水質測定試験箱､頗微
鏡等)

4.4 資金計画

事業費9億4,339万元(103億7,729万円: 11円/元)の内訳は､工事費及び訓練研修費が

8億2,140万元(90億3,540万円)
､予備費1億2,199万元(13億4,189万円)を必要とし,

その各省区別事業費は表4.4-1の通りである｡

工事費等 8億2,140万元( 90億3,540万円)

:･ i.::.'1.･'r,'､ 1 1'L'-/,い=･J/:
･,-I. ( ∴:什王･l,土⊥｣⊥⊥｣

事業費 9億4,339万元(103億7,729万円)
*)
1元-1:L円

資金の調達は､事業費の50%を国内資金4億7,155万元(51億8,705万円)で手当し,残

-
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50%を国外からの資金4億7,184万元を調達する｡

国内資金 4億7,155万元( 51億8,705万円)

国外資金 4億7,184万テ己( 51億9,024万円)

総資金 9億4,339万元(103億7,729万円)

資金調達の各省区別金額は表4,4-1の通りである｡

表4.4-1事業費と資金計画

省 区 名 事業費

(万元)

資金計画(万元)

国内資金:国外資金
l

甘 粛 省

寧夏回族自治区

内裏古自治区

陳 西 省

山 西 省

河 南 省

計

15,605

13,088

14,938

16,278

17,543

16,887

94,339

1

7,652 : 7,953
1

l

6,441 6,647
l

1

7,488 : 7,450
1

1

8,167 : 8,111
1

8,644 ; 8,899
1

8,763 : 8,124
1

47,155 : 47,184
】

-
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5.総合所見

本プロジェクトは､黄河中･上流沿岸6省･自治区に広い範囲に展開する｡今回の調査

は､上流地域に展開する寧夏回族自治区と中流域の河南省の2カ所に付いて現地調査を､

その他の省･自治区については資料収集解析を行った｡

5,1 現地調査所見

調査団は､計画対象地域が広範に亘ることから､自然条件､社会経済条件を異にする寧

夏回族自治区と河南省の2地区を典型区として現地調査を実施した｡

前者は､黄河上流域に位置し､内蒙古と賀蘭山脈に挟まれて墳を接し､気象条件が厳し

く､年降雨量も235mmと極端に小さく､黄河周辺の平野部で､漕概開発の進んだ地域を除

いて沙漠状態が広く分布している｡開発対象地区の黄河沿いの低湿荒れ地は殆どアルカリ

土壌で､乾燥すると地面に白くアルカリ塩が現れる｡開発後の養魚用水や造成地の漕概用

水は､既設の漕慨組織を通じて黄河の水に依存する他､周辺既設漕概地区の排水利用が可

能である｡

後者は､黄河下流域に位置し､年降雨量が750mm
､気候条件も温和で､土壌も黄河に

よって形成された沖積土が広く分布し､黄河の水利用が進み古くから農業が発達している

地域であるが農業労働力当たりの耕地規模が小さく､農民の所得は未だ低い水準に留まっ

ている｡開発対象地域は､比較的低湿なアルカリ土壌地帯で､開発後の養魚用水は地下水

利用が主体となる｡

経済発展が進むなかで､両地区とも農民と非農民の所得格差が大きく､農業所得の拡大

が大きな課題となっている｡

調査対象典型区についての総合所見は以下の通りである｡

(1)寧夏回族自治区地区

1)技術的可能性

a.土地利用

本地区の開発は､既設養魚池の再整備50カ所･ 1.700ha
､及び新規開発40カ所･

1,333.

3ha
､生け筆養魚改造1 ･0.067ha及び新設6

･

3ha､飼料加工場改造1､新設6､貿易

センター･技術サービスセンター各1ヵ所等が構想されている｡

養魚池の計画位置は､殆ど濯概開発区に隣接した沼地状或いは低湿アルカリの荒れ地に

計画され､土地利用上最適の選択と考えられる(図5.1-1参照) ｡

b.水利用
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図5.1-1黄河沿岸農漁業総鯛発計画寧夏回族自治区地区プロジェクト位置図
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自然排水利用と補給用水として､既設の濯概水路からの給水が容易であると考えられ

る｡自然排水利用については､残留農薬･化学肥料･その他工場排水･生活排水の影響が

考えられるが実施計画段階における水質適否の検討が課題である｡

c.施設計画

養魚池の規模は､単位圃場の面積10畝､水深2mを構想している｡既に定着している養

魚経営の実態から判断して適正規模と考えられる｡施設の構造･配置等についても現状の

実態から判断して特に問題になるものは見当たらない｡

d.経営技術

農民レベルにおいて､既に10,333haの養魚経営が行われている｡稚魚の生産供給･普

及サービス体制も実施されていることから基本的な経営体制は出来上がっていると判断

される｡

e.環境保全

調査期間中右耳おいては､開発予定地区内に特に保護さるべき自然保護区域はみあたらな

かったが､計画実施調査段階で注意しなければならない｡

2)社会･経済的可能性

自治区の1993年における農民家庭人均純年収は 667.0元､城鎮住民家庭人均純年収

は1,906.9元で､農業勤労者と都市勤労者の所得格差が顕在化している｡また農業内部に

おいては､単位面積当たりの所得が桝種生産に較べ淡水養殖では5倍の高所得が得られて

いる｡従って､耕作に適さない荒れ地を養魚生産に利用して高生産を上げることは､国

土の効率利用を図るのみならず､農業生産を効率的に高め､格差是正に貢献し､地区の

水産品消費率を高め､更に農村生活水準の向上に大きく責献することとなる｡

自治区内の水産品消費ニーズは今後益々高まり､更に周辺隣接省地域への供給の期待も

大きいことから､消費流通の拡大の見通しも明るい｡

さらに､養魚池開発と同時に､掘削土利用による耕地造成を図り､水利開発と併せて魚

･農･林･牧業の自然循環農業を進めることにより､周辺砂漠化防止対策を同時に進める

事が可能となる｡

現状においては､農民レベルの小規模な開発が部分的に行われているが､自治区政府の

財政事情(1993年の財政収入10.85億元､同支出19.48億元)から大幅な財政投資は困難

で､低利な資金調達が期待されている｡

3)現地政府･住民の対応

寧夏自治区は､国家の改革開放政策に従って､ 1978年から1994年の16年間に､全区水産

養殖面積を2,426.7haから10,333haに､水産品産量284.6トンから17,000トンに､年平均伸び

率29%の発展を達成している｡
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黄河沿岸には､養魚池開発に適した低湿アルカリ土壌が13.3万ha存在し､年間40億トンの

黄河の取水､ 6.7万haの稲田､ 3,333haの流水面､ 3,313haのダム水面等水産開発の豊富

な水資源の他､大きな市場開発の潜在力が､寧夏漁業発展の一大ポテンシャルとなってい

る｡

寧夏漁業は急速に発展して来たが､水産品生産は住民の需要を満たすに至らず､全区平

均一人当たりの生産量は僅か3.4lくgで全国平均の五分の-のレベルに過ぎない状態に留

まっている｡全国平均の水準を確保するためには､毎年66,600トンの新規増産を達成しなけ

ればならない｡これは現在の生産量の2.9倍に当たる｡

この他､隣接する内蒙古､甘粛､駅西､青海等省区の人均水産品占有畳も低く､漁業発

展も相対的に遅く､寧夏自治区に依存する活鮮魚年間水産品は7,000-8,000トンが見込ま

れ､需要は急速に上昇する状態を呈している｡

このような情勢から､自治区政月利ま水産養殖業の発展を農村産業政策の重点に据え､土

地利用の有効化を進め､農民収入を高め､国土資源の合理的配置と沙漠化防止と国土保全

を図って､農業生態環境の改善と社会効益､経済効益の増進を図る事としている｡

(2)河南省地区

1)技術的可能性

a.土地利用

本地区の養魚池の開発は､既設養魚池の再整備5カ所･ 666.7ha
､及び新規開発6カ

所･2,000ba
､生け筆養魚新設1.95ba ､飼料加工場新設1､貿易センター･技術サー

ビスセンター各1ヵ所等が構想されている｡

養魚池の計画位置は､殆ど濯親閲発区に隣接した沼地状或いは低湿アルカリの荒れ地に

計画され､土地利用上最適の選択と考えられる(図5.1-2参照) ｡

b.水利用

地下水利用を主に､所によって既設の漕慨水路からの給水が考えられている｡

地下水源は深さ30皿以内のポンプ揚水で､地下水量は黄河の伏流水で商養されて豊富

である｡

c.施 設

養魚池の規模は､単位圃場の面積10畝､水深2mを構想している｡既に定着している養

魚経営の実態から判断して適正規模と考えられる｡施設の構造･配置等についても現状の

実態から判断して特に問題になるものは見当たらない｡

d.経営技術

農民レベルにおいて､既に養魚経営が行われている｡稚魚の生産供給･普及サ∵ビス体

制も実施されていることから基本的な経営体制は出来上がっていると判断される｡

-
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e.環境保全

水源が地下水利用が主休となることから､実施にさいして利用可能量及び水質､既得地

下水利用-の影響等が考慮されなければならない｡

2)社会･経済的可能性

省の1993年における農民家庭人均純年収は695.85元､城鎮住民家庭人均純年収は

1,792.88元で､農業勤労者と都市勤労者の所得格差が顕在化している｡また農業人口一

人当たりの農業総生産は877.0元､漁民一人当たり漁業総生産は2, 533元で漁業がかなり

優位を示している｡従って､耕作に適さない荒れ地を養魚生産に利用して高生産を上げる

ことは､国土の効率利用を図るのみならず､農業生産を効率的に高め､農民収入と都市勤

労者収入の格差是正に貢献し､地区の水産品消費率を高め､更に農村生活水準の向上に大

きく貢献することとなる｡

省内の水産品消費ニーズは今後益々高まり､更に周辺都市地域-の供給の期待も大きい

ことから､消費流通の拡大の見通しも明るい｡

さらに､養魚池開発と同時に､掘削土利用による耕地造成を図り､水利開発と併せて魚

･農･林･牧業の自然循環農業を進めることにより､農業環境の更なる改善を同時に進め

る事が可能となる｡

現状においては､農民レベルの小規模な開発が部分的に行われているが､省政府の財政

事情(1993年の財政収入139. 20億元､同支出147. 73億元)から大幅な財政投資は困難で､

低利な資金調達が期待されている｡

3)現地政肘･住民の対応

黄河沿岸の養魚池開発に適したアルカリ荒れ地は6万haで､全省の開発適地の70%に相

当する｡この内計画地区内の適地面積は1.43万haである｡

この地域内の人口は302万人､内農業人口270.4万人(89.5 %)で､この内漁業人口が

o.75万人である｡耕地面積は26.57万ha､人口一人当たりの耕地面積は0.088ha(1.3畝)

である｡

農村人均純年収は686元､農業総生産額が23. 17億元､農業人口一人当たり 877.0元､

漁業総生産額は0. 19億元で､農業総生産額の0.82%､漁民一人当たり 2,533元と漁業の優

位性がみられる｡

全区水産品人均占有量は僅か1 kg､ 1993年における全区養殖面積は1. 69万ha､水産品生

産量2. 35万トンである｡

1993年の全省水産品消費量は15. 15万トン､人均消費1.68kgである｡今世紀末の全国目標

水準である一人当たり8. 1kgの消費水準に達するためには､更に53.9万トンの増産を達成し

なければならない｡
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本計画を達成することによって､全計画地域の水産品人均占有量は､現在の1kgから

2.24kgに高まり､本計画対象地域内のそれは18.5kgとなる｡さらに､直接就業人lコ5,200

人､受益人口17,900人を創設する｡また､老朽化した水利施設を改善し､耕種農業､林業､

牧畜業の利用に難しいアルカリ土壌の荒れ地を高生産養魚池と可耕良田に開発し､風蝕飛

砂を防止し､耕地のアルカリ化を防ぎ､劣悪な自然環境を改善して生産条件を整備して､

漁農牧林の結合した生態系統の合理化を進める｡更に本計画の成果を生態循環農業の発展

のモデルに拡大していくことを意図している｡

5.2 全体プロジェクト所見

(1)技術的可能性

本プロジェクトは､黄河沿岸に散在するアルカリ低湿の荒れ地を淡水養魚池を中心とし

て開発する点で共通している｡対象地は従来､耕作不適地として取り残されてきたもので､

アルカリ度は淡水養魚には支障を生じないことは既に実証されている｡土地利用､水利用

の面から見て最適の計画と判断される｡

施設計画､運営組織､経営面における基本的な態勢は既に農民レベルで定着していると

判断される｡

(2)社会･経済的可能性

1)所得格差の是正

マクロ的にみて､ 1980年代後半以降､中国の農業は､明らかに儲からない産業になって

釆ている｡農業所得は停滞し､都市世帯との所得格差は､拡大する一方にある｡また､地

域間の所得格差も拡大傾向にある｡

沿海部や都市部への農民流出の加速の背景には､内陸部における農家所得の低迷と都市

･農村間の所得格差の拡大という問題が横たわる｡

都市と農村の所得格差および所得の地域間格差の拡大に如何に対処するかは､中国の農

政あるいは経済政策全般にとって最大の課題となりつつある｡

本計画の対象地域である､山西､河南､隣西､内蒙古､甘粛及び寧夏は､まさにこの低

所得層農民を数多く抱える省･自治区である｡本事業は､黄河沿岸の荒れ地に住む低所得

農民層を対象とし､かつ6省という広い範囲に渡るものであるだけに､地域社会･経済に

与えるインパクトも大きく､農民所得向上に与える効果も大きいものと予想される｡この

点で､現在の農政および経済政策上の課題に適った計画であると言える｡

2)荒れ地利用と蛋白食品の確保

中国の急速な経済成長は､食糧の消費傾向として､カロリー摂取量の増大と蛋白食品の

増加をもたらしている｡そのため農業の生産構造も変化し､従来の耕種農業を中心とする
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構造から畜産､漁業が急速に成長している｡しかし一般に蛋白食品の生産(特に畜産)に

は､広大な生産基盤が必要である｡一方､中国では絶対的耕地面積が少ない上に､他産

業や都市の発達によって耕地が減少する傾向にある｡

このような蛋白食品晴好の増大と､それに伴う生産基盤の構築が､農政上の新たな課題

となって釆ている｡

本計画は､古くから開発が進められていた黄河沿岸で在るにもかかわらず､開発できな

かった荒れ地(低湿地やアルカリ土壌など)を養魚池と改良畑地に変えようとするもので

あり､新たな農地の確保を目指すと共に､急速に需要が伸びている蛋白源の供給という農

政上の二つの課題に答えようとするものである｡

3)水産業の可能性

黄河沿岸の水産業は､比較的立ち遅れており､全国に占める漁獲高は､淡水漁業の7%

と小さく､ 1人当たりの漁獲高もわずか1Egと､全国平均の11分の1である｡

水産開発は､ 1980年代以降進められ､すでに30万畝の養魚池が作られている｡これらの

養魚池は､比較的生産規模も大きく､生産レベルも高い｡ 1畝当たりの生産量は350kg以

上､ 1畝当たりの純収入は約400元で､穀物生産の5倍の収益性を示している｡資金力の

ある農民の中には行政機関を頼らずに､独力で養魚池を作り､ 4-5年で借入金を済して

いる者もいる｡また魚の需要は､この地域でも年率約20%の伸びを示し､生産が追いっか

ない状況にある｡このように水産業(淡水養魚)の可能性は非常に高い｡

最大の問題は資金力で､独力で養魚池を作り､生産資機材を調達できる農民は限られて

いる｡

本計画では､行政機関が支援組織と関連施設および生産施設を作り､出来上がった養魚

池での生産は農民に委託しようとするものであり､農村経済の振興､農民の生活向上およ

び都市の魚供給不足状況の緩和に寄与する計画である｡

(3)事業実施体制

本計画は､国土の有効利用､地方生活水準の向上､農民所得向上､農村経済の発展を重

点目標として､ ｢八五計画｣ - ｢九五計画｣の優先プロジェクトとして位置づけられてい

る｡

中国農業郡は､本プロジェクトを黄河沿岸農漁業開発の先馬区的典型事業として位置づけ､

将来､この典型事業を核として省･自治区によって更に拡大発展を図ることを意図し､

責任機関として漁業局に水産項目弁公室を設置して本事業の早期実現を目指している｡

本事業の実施実務機関は､中央の水産項目弁公室の指導の下に､各省･自治区の実務機関

がそれぞれ担当するものと予想される｡

プロジェクト完成後の経営管理は､各省･自治区のプロジェクト地区が分散している事

から､各農民の経営論負を単位として､共通部分については､農民共同組合組織によって
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行われることが妥当と考えられる｡

各省自治区の財政基盤が十分でないことから､事業実施に際しては日本政府の資金協力

が期待され､農業部は1994年1月国家計画委員会からプロジェクトの認可を得､ 1994年7

月実施可行性研究を実施した｡事業実施は1996年から2000年の5年間が予定さている｡

5.3 開発調査実施要領(莱)

(1)技術協力の範囲と目的

本計画事業は､ 1994年3月に｢黄河沿岸漁業総合開発計画｣として黄河沿岸6省･自

治区(甘粛省､寧夏回族自治区､内蒙古自治区､山西省､陳西省､河南省)行政区域を対

に日本政府の円借款案件要請を意図し､中国農業部を中心に計画検討し､ 1994年1月に

国家計画委員会の承認を得て､ 1994年4月に実施可行性検討を行った経緯がある｡この開

発調査は､実施可行性検討の結果に基づいて､関係各省･自治区の農業及び農村計画をレ

ビューし､黄河沿岸関係地域全体の農漁業総合開発基本計画(マスタープラン)を策定し､

黄河沿岸農漁業生産基地建設計画の推進に資すると共に､開発典型区を選定しモデル開発

事業の｢実施計画調査(フィージビ仲イースタディ-)｣を行うものである｡調査実施期間中には合作

作業を通じ中国側カウンターバーツと技術交流を行う｡

(2)調査対象地域

基本計画調査(マスタープラン)は､関係6省･自治区の黄河流域約75.2万kh3のうち､淡水養

殖開発適地を含む県単位の地域を対象とする｡また､実施計画調査(フィージビリティースタディー)は､

マスタープランの結果に基づいて選定する典型区を含む県単位の地域を対象とする｡

(3)技術協力の内容

調査は､ 6省･自治区の黄河沿岸のアルカリ低湿の荒れ地を対象として､農漁業総合開

発構想を基本に置き､地域全体のマスタープランを策定し､こ~の基本計画に基づいて開発

典型区を選定し､モデル開発事業実施計画調査(フィージビリティースタディー)を実施する｡また､こ

れら調査の期間中､中国側カウンターバーツ3名を日本に招聴し､類似開発事業並びに事

業実施の運営管理について実地に研修を行い技術交流の効果を高める｡

本開発調査は､二段階に別れ､それぞれ中国に於ける現地調査及び日本に於ける国内

解析作業の工程で実施する｡調査作業の工程は､~概略､添付資料-1 ｢開発計画策定の

作業フロー｣及び添付資料-2 ｢調査作業フロー｣に示す通りである.

1)第一次調査

a.第一次現地調査

農業部が構想している黄河沿岸農漁業総合開発計画のレビューと併せ､既存の資料収集
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･整理及び現地補足調査を行い､調査対象地域の現況把握と農漁業総合開発に係る開発構

想並びにマスタープラン策定の基本方針(開発ポテンシャルの評価と開発の基本的枠組み

)を概定する｡また､農漁業総合開発計画に係る初期環境調査を実施する｡第一次現地調

査の主な項目は以下の通りである｡

i.地域(省･自治区単位)農漁業総合開発の現況及び顕在する問題点の把握

① 自然環境調査 ② 一般社会･経済現況
③ 淡水養殖 ④ 農業開発現況

⑤ 林業開発現況 ⑥ 畜産開発現況 ⑦ 農漁業生産基盤施設整備現況

⑧ 農産加工施設整備現況(農･水･林｡畜)

ii.開発ポテンシャルの分析評価

iii.初期環境評価と開発に係る環境保全対策の提言

iv.マスタープラン策定の基本方針(開発ポテンシャルの評価と開発の基本的枠

組み)の概定

b.第一次国内作業

第一次現地調査の結果並びにl択集資料の細部解析検討結果を踏まえ､環境保全対策を含

む黄河沿岸農漁業総合開発基本計画を策定する｡併せて､基本計画の中から最も事業効果

が高く､かつ､モデル性の高い地区を選定し､この典型区について開発実施計画調査の基

本方針と開発の枠組みについて概定する｡

2)第二次調査

a.第二次現地調査

第一次国内作業の検討結果に基づいて､選定した典型区候補地区について農漁業総合開

発実施計画の策定調査を行う｡現地調査では､典型区を対象にデータ-の収集補完と詳細

現地調査を行い､各開発項目の開発目標､具体的実施戦略並びに以下の計画について開発

事業を概定する｡

① 土地利用計画

② 農漁業生産基盤施設整備計画

③ 水利施設整備計画

④ 水産開発計画

(9 農業生産計画

⑥ 農水産加工計画

⑦ 農水産技術普及･支援強化計画

⑧ 農水産生産･流通組織計画

⑨ 環境保全対蔑

b.第二次国内作業

第一次調査及び第二次現地調査の結果を踏まえ､上記項目に亘る事業計画を基本とし

た黄河沿岸農漁業総合開発実施計画を策定する｡
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(4)中国側カウンター/トツ-の技術移転

日本政府の技術協力の一環として実施している技術研修計画のうち､以下の項目教科に

ついてカウンターバーツに対する技術研修を希望する｡

① 漕概排水施設管理技術1名 (養魚用水と漕概用水が施設を共用するなかで

の合理的水管理を中心に)

② 淡水魚養殖管理技術 1名 (高収･高質･高品種の養殖管理を中心に)

③ 経営管理技術 1名 (農水産一体の持続的営農体系の組織化を中心

に)

(5)調査の実施期間

調査実施の期間は､ 1996年から1997年にわたって行う｡調査実施工程は以下の通りであ

る｡

表5.3-1調査の実施期間

年度 1996年度 1997年度

月 456789101112123456789101112123

○●

年次JⅠCA第一次調査第二次調査最終報告
協議事前(基本計画)(実施計画)

調査最終報告書(莱)
現地説明

-:現地作業 -.･国内作業

(6)調査団の構成と作業期間(人/月)

調査団の構成と予定作業期間(人/月数)は以下の通りである｡

調査団の構成

1996年度 1997年度 合計(7人/月数)

現地国内 現地国内 現地国内

(丑総括/農業諸制度.組織 3.002.20 3.301.50 6.303.70

(診気象.水文 3.001.50 1.501.00 4.502.50

③地質.地下水
_3.001.00

2.do1.00 5.002.00

④農業/土壌.土地利用 3.002.20 2.001.50 5.003.70

⑤水産/水産加工 3.002.20 3.302.00 6.304.20

⑥濯概排水 3.002.20 3.002.00 6.004.20

⑦施設設計/積算 2.002.00 3.002.00 5.004.00

⑧農業経済/事業評価 3.002.00 3.302.00 6.304.00

⑨環境評価 2.001.00 1.501.50 3.502.50

合計 25.0016.30 22.9014.50 47.9030.80
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(7) 日本政府の便宜供与

調査に当たって､日本側は以下の措置を講ずる｡

1)日本側調査団員の技術費用､渡航費用､現地交通費､現地滞在費､医療費等必要な

全ての経費を負担する(但し､以下の中国側の便宜に係る(8)碩:3)及び5)の費用を

除く) 0

2)現地調査で､日本側が分担する業務の実施及びこれに係る経費の負担

3)日本から持ち込む調査機材の北京空港までの往復運搬費の負担

4)調査報告書の作成費用の負担

(8)中国政府の便宜供与

現地調査を円滑､かっ効率的に実施するため､中国側は､中国政何が施行している法律

及び諸規程/条例に従い以下の便宜を措置する｡

1)中国側専門家(カウンターバーツ要員)
､作業員及び通訳の無償提供

2)現地調査で､中国側が分担する業務の実施及びこれに係る経費の負担

3)現地調査に必要な調査事務所及び机､書類棚､什器備品等の無償提供

4)現地調査に必要な車両､船舶､機器等の手配(但し､通常の方法で借り上げが困難

な車両､船舶､機器等については運転要員を付加し無償提供

5)現地調査に必要な国内電話･ FA‡等通信施設及びこれらに係る経費負担

6)現地調査のために必要な許･認可の手続き及びこれに係る経費負担

7)計画調査に必要な資料･情報の無償提供

8)計画調査に必要な資料の中国から日本-の移送許可

9)現地調査中､調査団員に病気､怪我等が発生した場合の病院等の手配

10)現地調査期間中､調査団員の安全の確保

ll)日本から持ち込む調査資機材の通関(非課毒削苦置)と国内輸送費用の負担
12)日本から持ち込む調査資機材の再輸出に係わる必要手続きと通関/非課税措置の実

施

･ :iq -



･l(7f:トーt 開発計画策定の作業フロー

開発における留意点及び開発阻害要因の把握

土地資都･ 7k否源･労働資源塵の概略把握

社会経済条件

(上位計画含)

6省･自治区社会

開発状況把握

計画対象地域の農業開発ポテンシャルの把握

農業生産のI;L置づけ,･生産目標

黄河沿岸農漁業総合開発基本方針の耶定

資源の有効利用と配分､農水産物の選定と生産目標量の概定

土地･水･労働資源等環境条件から見た

生産ポテンシァルの把握

生産目標の設定(短･中･長期)と開発規模と

開発優先順位(時系列とセクター問)

土 地 利 用

水 産 開 発中

感 慨 排 水

水 利 用

農水産加工

農業の機械化

マーケッティング

施設概略設計

環 境 保 全

農 業 経 営

⇒水 管 理 計 画

施設維持管理計画

農業技術普及計画

･=-I----一也--==--==
事 業 評 価

事業実施計画

優先開発プロジェクトの選定

黄河沿岸農漁業総合開発計画の策定

(フィージビリティー調査)

-
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資料-2

国内事前準備

第一次調査業務

〔協 議〕

JICAとの協議

中国政府との協議

調査作業のフローチャート

〔調 査 業 務〕

既存収集資料の整理･検討

全体調査実施計画の策定

〔相 告 書〕

着手報告書に基づく調査

方針･作業方針の確認

分野別移転計画の作成

現 地 踏 査

既存調査･計画､関連事業等のレビュー

6省･自治区の社会経済中･長期開発構想

における本件プロジェクトの位置付け

現況の問題点､制約要因､開発ポテンシャルの角牢明

中国政肘との協議

調査結果の整理分析

基本計画の策定

優先プロジェクトの選定及び開発方針の検討

次頁の中間報告書の作成に続く

- Eli!-

〔作業工程〕

国

内

作

業

国
内
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JICA との協議

第二次調査業務 中国政府との協議 中間報告書の説明･協議

JIC∧ との協議

中国政府との協議

｣ICA との協議

黄河沿岸農漁業総合開発計画の策定

土地利用計画

農漁業生産基盤施設整備計画

水利施設整備計画
水産開発計画

農業生産計画

農水産加工計画

農水産技術普及･支援強化計画

農水産生産･流通組織計画

虐政排水計画

施設維持管理計画

環境保全計画

施設概略設計

事業費積算

便益算定

事業実施計画

事業評価

環境評価

最終報告書(莱)の作成

最終報告書(莱)の現地説明

最終報告書の説明

技術移転報告書の作成

-
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最終報告書

技術移転

実施報告書
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資料- 3 調査団の構成と調査業務の作業期間と調査人月表

担当

-第-次調査- -第二次調査 調査人月表(人/月)

1996年度 1997年度 1996年度 1997年度 汁

4 5 6 7 8 9 10 EEl 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Eq 12 1 2 3 現地 国内 現地 国内 現地 国内

総括/農業諸制度.組織 l
l

3.00 2.20 3.30 1.50 6.30 3.70

気象.水文 3.00 1.50 1.50 1.00 4.50 2.50

地質.地下水 3.00 1.00 2.00 1.00 5.00 2.00

農業/土壌.土地利用 3.00 2.20 2.00 1.50 5.00 3.70

水産/水産加工
l

3.00 2.20 3.30 2.00 6.30 4.20
l

雇瀧排水 3.00 2.20 3.00 2.00 6.00 4.20

施設設計/積算 2.00 2.00 3.00 2.00 5,00 4.00

農業経済/事業評価 3.00 2.00 3.20 2.00 6.20 4.00

環境評価
l

2.00 1.00 1.50 1.50 3.50 2.50

報告書

I
▲

着1報

▲

現報(1)
∩

中
∩

▲

戟

▲

現報(2)
∩

Eコ

耳更

l

▲

又報(秦)
耳更

∩

▲

E3報

合計

く-.---

25.Ol16.2
22.9 14.5 47.9 30.8

41.3 37.4 78.7

凡例‥
一現地作業 着報:着手報告書 現報(1):Zji地報告書(1) 中報:中間報告書 現報(2)=現地報告書(2)最報(莱) :最終報告書(莱)

国内作業 長報:最終報告書



6.添付資料

(1)調 査 者

篠 田 日 出海 株式会社チェリーコンサルタント 海外部長

石 坂 仁 兵 太陽コンサルタンツ株式会社 海外事業本部顧問

馬 場 淳 太陽コンサルタンツ株式会社 海外事業本部技術主幹

(2)調査 日 程

1995年 5月 3日-20日 18日間

｢広東省順徳市斉杏輪中地区農村地域排水計画｣実施促進調査 5月3日-9日

｢黄河沿岸農漁業総合開発計画｣ P/F調査 5月10日-20日

日 程 表

日順 月日(曜) 行程 宿泊地

1

1995年

5月3日(水) 移動飛行機CX505(東京18:00-21:25香港) 香港

2

3

4

4日(木)

5日(金)

6日(土)

移動高速船順1号(香港8:10-10:00順徳)

この間､篠田.石坂は｢広東省順徳市斉香輪

順徳

深酬

探酬
5

6

7

7日(日)

8日(月)

9日(火)

中地区農村地域排水計画｣実施促進調査 広州

〟

〟

8 10日(水) 移動飛行機WH2366(広州16:15-20:55銀川) 銀川

9 11日(木) 寧夏回族自治区地区調査(青銅峡市.霊武県) /′

川 12日(金) 〟(郊区.賀蘭県)
〟

EE 13日(土) 〟(平羅県)
〟

12 14日(日) 移動飛行機WH2119(銀川14:30-16:10北京) 北京

13

14

15日(月)

16日(火)

移動飛行機CZ3116(北京9:55-10:55鄭州) 鄭州

/′

河南地区調査(tβ山区)

〟(衛輝市)

15 17日(水) 〟(開封市蘭考県) 〟

16

17

18日(木)

19日(金)

移動飛行機CZ2311(鄭州7:10-8:10北京) 北京

〟

農業部.国家科技委協議

大使館報告

18 20日(土) 移動飛行機ⅣH906(北京15:00-20:00東京)

6

(馬場のみ)

8日(月) 移動飛行機ⅣH905(東京10:10-13:25北京) 北京

7 9日(火) 移動飛行機WH2120(北京11:40-13:35銀川) 銀川

-
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(3)中国側調査団

1)寧夏回族自治区地区

信徳利

劉 欠 非

金揮安

泰亜斌

黄全福

張 奇

林玉昆

2)河南省地区

劉 欠非

李 日 旭

遠好聴

陳世創

劉 薫

(4)面 会 者

原川恩典

雀永慶

王洪波

焦 天才

塵雪空

眺建国

農業部水産項目弁公室主任

農業部水産項目弁公室対外連絡部主任

寧夏回族自治区農業庁副庁長

寧夏回族自治区農業庁弁公室主任

寧夏回族自治区農業庁水産局局長･高坂水産工程師

寧夏回族自治区農業庁水産局副局長･工程師

寧夏回族自治区沿黄項目顧問･高級水産工程師

農業部水産項目弁公室対外連絡部主任

河南省水利庁副庁長

河南省水利庁水産局局長

河南省水利庁水産局副総工程師

河南省水利庁水産局項目官員

在中国日本国大使館二等書記官

寧夏回族自治区農業庁庁長･高敏農経師

寧夏回族自治区農業庁水産局弁公室主任

寧夏回族自治区銀川市水産局局長

寧夏回族自治区青銅峡市副市長

寧夏回族自治区霊武県副県長･農経師

邪国海 寧夏回族自治区賀蘭県副県長･農経師

王漢勤 寧夏回族自治区賀蘭県水産局局長･水産工程師

黄占福 寧夏回族自治区平羅県副県長･経済師

楊占龍 寧夏回族自治区平羅県農業局局長

三治業 河南省鄭州市副市長

李西海 河南省鄭州市ー[β山区区長

郭清懐 河南省衛輝市副市長

梁鉄虎 河南省開封市副市長

万長書 河南省開封市水利局局長

王威法 河南省開封市水利局副局長

関曙光 河南省蘭考県共産党県委員会副書記

孔椎成 河南省蘭考県副県長

一
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張 陸叉

李 副起

王社省

王彦銘

東 泉

河南省蘭考県水利局局長

河南省蘭考県水利局副局長

河南省蘭考県許河郷郷長

河南省蘭考県許河郷副郷長

河南省蘭考県儀封郷副郷長

- 46
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（5）現地写真

寧夏回族自治区地区

既設養魚池

寧夏回族自治区地区

開発予定地
（アルカリ荒地）

河南省地区

開発予定地
（アルカリ低湿地）
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(6)収集資料リスト

1)プロジェクト全体

[説明書]

1. ｢沿黄漁業総合開発項目建議書｣ 1994年3月 中華人民共和国農業部

2. ｢沿黄漁業総合開発項目基本情況調査表｣ 1994年3月 中華人民共和国農業部

[書籍]

1. ｢中国統計年鑑(1994) ｣

2. ｢中国農業年鑑(1994) ｣

3..｢山西統計年鑑(1993) ｣

4. ｢陳西統計年鑑(1993) ｣

5. ｢甘粛統計年鑑(1993) ｣

6. ｢内蒙古統計年鑑(1992)

1994年11月

1994年12月

1994年7月

1993年8月

1993年7月

国家統計局

農業年鑑編集部

山西省統計局

駅西省統計局

甘粛省統計局

｣ 1992年7月 内裏古自治区統計局

7. ｢中国淡水魚類養殖学｣ 1992年2月 劉建康･何碧梧

[地図]

1. ｢黄河流域地図集｣ 1989年2月 水利部黄河水利委員会

2)寧夏回族自治区地区

[説明書]

1. ｢寧夏漁業情況介紹｣ 1995年5月9日 寧夏回族自治区農業庁水産局

2. ｢銀川市郊区2814項目趣府灘漁業基地簡介｣ 1995年5月3日銀川市郊区水産局

3. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目霊武項目区蒋頂項目漁場項目点簡介｣

4. ｢賀蘭県常信郷冠家湖漁場簡介｣ 1995年5月8日 賀蘭県水産局

5. ｢三丁湖基本情況簡介｣ 1995年5月8日 賀蘭県水産局

[図]

1. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目地理位置示意図｣

2. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

3. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

4. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

5. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

6. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

7. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

8. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

9. ｢寧夏沿責漁業総合開発項目

10. ｢寧夏沿黄漁業総合開発項目

魚池平面断面図｣

霊武項目区地理位置示意図｣

霊武項目区陶家圏漁場｣

霊武項目区馬場湖漁場｣

霊武項目区蒋頂漁場平面規劃図｣

賀蘭項目区地理位置示意図｣

賀蘭項目区沙河灘項目漁場平面規劃図｣

賀蘭項目区三丁湖漁場平面規劃図｣

平羅項目区示意図｣

ー
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[書籍]

1. ｢寧夏統計年鑑(1994) ｣ 1994年8月 寧夏回族自治区統計局

2. ｢配合飼料養魚技術手帳(寧夏) ｣ 1989年9月 銀川市水産項目弁公室

3. ｢対外観点概覧(寧夏) ｣ 1990年6月 寧夏回族自治区人民政府外事弁公室

[地図]

1. ｢寧夏回族自治区地図1/75万｣ 1989年2月 寧夏回族自治区測絵局

2. ｢寧夏回族自治区地図1/50万｣ 1993年10月 寧夏回族自治区執絵局

3)河南省地区

[説明書]

1. ｢河南日貸沿黄漁業総合開発項目簡介｣ 1995年5月15日

2. ｢河南省沿黄漁業総合開発項目衛輝項目区簡介｣河南省衛輝市水利局

3. ｢利用日元貸款進行沿黄漁業総合開発項目的環境保護与生態平衡考査可能性問

答｣郡山区沿黄漁業総合開発項目

4. ｢関干沿黄漁業総合開発項目 蘭考県簡介｣ 1995年5月12日 蘭考県水産公司

5. ｢蘭考県儀封郷項目区簡介｣ 1995年5月12日 蘭考県水産公司

6. ｢蘭考県許河郷項目区簡介｣ 1995年5月12日 蘭考県水産公司

[図]

1. ｢河南省沿黄漁業総合開発項目地理位置示意図｣

2. ｢tB山区沿黄漁業総合由発項目地理位置示意図｣

3. ｢衛輝市沿黄漁業総合開発項目地理位置図｣

4. ｢蘭考県沿黄漁業総合開発項目地理位置示意図｣

[書籍]

1. ｢河南統計年鑑(1994) ｣ 1994年8月 河南省統計局
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(7)収集資料(抜粋)

｢沿責漁業総合開発項 目建議書｣

1994年3月

中華人民共和国農業部

-
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給費

中華人垣英和国衆此部

-九九四年三月
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日 東

弟∵辛甥鼻

弟こ手 取日常青

草三幸･国内チト市場■分析

第四草項目建及的必身性､可称性

弟五草 項目建及的日赤和内p%

多大辛 項目及骨板昇及骨合算食

草七草i.鼻及女物骨泉嫡

罪人草 項目建成長赦果測昇

第九辛 骨泉倍速

第十辛 項目的銀飯和音度
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第一章'提 要

-､項目宕旨

治者地区足叔国後冷泉展和郎ヒ枚落后剛也区えー, A.見当

帝政早舟放､全方位及及国民娃浄オ針狛卑下滋車点え埠和升及

的地区.,本項日的建政見力了見分冊及利用治者河流域低速盆城

見克的国土資源,直治貴地区建立以渡止.カ主,丸林紋別結合介

及的現代化食止示荘基地,カ加速改変活貴地区的落長生P条件

和生杏林境,L施米凌区域各村経済,改変･AL穿落后面貌,,昇カf.･･fl

合冶埋骨河以及鼻官金楓低速荒地的利用凍僻伏化膿式o

ニ,項目地点

貴打泉源子音漆膚,沈鐘馴l､甘粛､予見､内蒙音､快■西､

山再､河南和山糸九A-区,全港5464/k旦,流域南新カ･75

方乎オ/zi旦｡根瀕各Al区自然各件和目前逢止生)t状汲,本項日

区萌ぇ力甘粛,手鼻,内蒙せ､険臥 山西和河南大)E区o

三､項目娩模

1､新建旦池

2,合田

3､及逮旦池

4､何箱券旦

5,
,%特促水jt昇級均
6,水P良神埼

7､旦伺軒結合加エr

-
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14万古

3万古

6万古
ヽ

240 首

21単元(SO盲/単元)

6 慮

7 座



8､旦用句耕功物蚤白線加エr

9,水P品加エr

lO､求剖P=品加エr

ll,水ja:質易中心

1 2,水jal及木肌身中心

四､項目放資

項a,追及資力

鼻中:建投資用

物件波功及不可潮風資

1 座

6 座

1
･慮

6 座

6 座

94339方九

82140万丸

12199方九

且､資金着果

項目)古区経済盈戚比故薄弱,.碑多鼻属各回地区,但土地資

源ヰ富,活貴大月見雑属泉介及的済､注､盆卑各藩土地,追杏

チ堀池,始田界旦.野太吋政変生]t各仲冬求十分強烈,･但由子

放え資金,九力升及利用,田地提出中碕侃息骨故47184_7f

九(腹1: 8.7 祈今5423万臭九)■,各.楢区艶各･.1',?.1金

47155万克く,

大､建後期隈

自項目実施牙始,五年全面建嵐｡

七､姪冷奴且

項E)建成金申渡F后,与すi,i,逢P一伍122 700万jtJ,

年利親32380方九,瀞為政斉田晩期カ2.91年o

E)

-
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八､骨数億述

八尋キ的利潤--P堤恥絶滅骨オ鼻求和国内有美鈍足分潮位

述.､項目的夕卜心艮入,骨九用束倍速骨教本息及永諾貯,不且部

分由夫盾区政府負有朋別解淡,.

九､籍･姶

英郎正明,升及金城見地的最有赦由オ法泉裾池､始L,},突

･JILIi一以盈力主.永藤牧剥タ;i:合鐘普o及及互恵泉止,姓済政見盈碁,
叶骨河流域的升及和争点合利用具有深逸的貴史｡

3

-
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･｢r 1

第二章･･項目背景二IP･,

-､貴河及凍子音漆,流姪w)7l､甘粛､予見,内蒙せ､快

盾､山西､和も和山糸九頒区,全長5464/>旦,流卑南新カ

75方子方/zi旦∴治者河内岸形嵐大南新約低速金成荒地,是或

周疫冷泉鹿瀬吋比奴落居的地区えー,也見当帝政革升放､仝オ

･伍東風国民経済方針拍卑下虚賓点丈希和升嵐的地区｡カ見分及

軍旗埠区巨大申資源藩カ,以速力主,蝶今度冬衣鉢故副各項jt

叫埠弟泉村姪済､破壊地区冬快脱骨及富,是或回結合冶埋貴

河港朝親和ヤ■的一項貴大楓賂播為o

ニ,治者地区足叔国政水過止良風的食卓地区えー,接地区

具有水jt車線的巨大佐敷卑由子虜史的原臥濠埠区水jt止地紋
落虐, it食尽全国所占比書取小｡除四)]t夕卜渚~貴人盾区199i2

年汲水連止jk貴44軍896也,占全国汲水逢止息jk登的7%0

日帝人均占有者収1/>rT,カ全回人均占有者的1/ll
o草低的

姐オ収有o.. 14/ii斤｡カ了改変上述落后面貌,及輝壊地区資

源侃努,凍郎合食人民生速水千,滋車点升泉水P昇級並,嫡好

追求林牧培谷井及,地清音地区建嵐仝国汲水旦的安息ja=区o

･三,碑破風国水Ijh止α人-a"叶AT]及ニ000年後払ニO
OO年金固)A_jB:品息jt貴寸刻カ2300万砲,比1 990年的

1237万也増加1063方砲,年平均増長6.4% o 治者八

A-区連止寸刻中一;200･dキ浩貴地区水jt品息戸登カ54. 9

オFk.,比1.990年的14.1方砲増加4■0.8方砲,卑均増長

速度カ14.6%｡十年斗剣新増旦池116.7万古｡近年来,

由子近潅水P-資源ヂ車衰退,1989年国家頒布的j&止政策中p
4
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明碗規定,水jk界郎p通津泣止見回家仇九泉及ja=止,国家将泉一

冬和滋的政策和具体婚鬼,束鼓励和親楓速些P止的風見り

白人十ヰイも以東,国家放資糾d.オ野太白寿長沼貴地区升及
碑品旦見地,昇利用せ界粗食叶到着,欧州共同体,せ界放れ

並州絶命等固陣奴妖的九億竣功和侃息骨款,衣該地区娃及楯界

旦池30_万古｡速些旦池集中速月､楓膿姪曹,荻符了奴高的生

p水子和経済政見,奇均単jt迭到360谷JT以上, ∵音粗収入

展400九ゑ宕,軸当千5音中P渡田的経済政見o如虹胎甲界

I:Aカ施米沼黄泉神経済,挨為永民生活水子,俊解塊多人-R吃旦
碑わ下良好的盈hdl,但距壕流域人民富貴和結合及及経済的鼻求

相違甚逸∩各干上速攻由,婦中清治貴過並結合升及項E)(,

5
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第三章 国内外市塙分析

貴河流域住子或国中郎,有玄奥的出凍港口,史通オ使,足

叔国書鼻的能紳工並息池,又見全国重点線番区え∵,有利子

及展頒由巌東本商議流通,'由内夕卜中高ナ伺｡

-､国内す場:

浩骨各A-区日常水F品消費水平牧低,媛地域E)前人均占有

汲水旦収1/ATL斤,線番経済的及展和人民生治水千綿膿高及膝食

姑初的鯛塵,~野太吋水jt品的雷求蒋不断増加o瀕娩叶,碁浩骨各

･省区速到自粛今回人均占有水子,■則尊卑需水jk品285方私見
況展ja:登的七倦左方o本項E]建武息各キす生it鉾旦1 0. 24

万叱,烏常求貴和地鼻距甚蕗,成明国内太有平均?

貴河流城見或国士イモ.丈朋的及布施.活貴*,'E]1有大貴称名放

せ娃,尊卑吸.引肴拳以甘方叶的中夕卜希客,随身或国対外升放的

建一サ折丈,叶名碑侃水戸品的希求将趨泉過多(,

ニ､回停市場:

水jk品具有各自原合音高､船田醇低的依且, j_i-,良法国家,

衷束過多的人傾向子食用水■jt品.如日本,庖功･JfbJ性食品TiJ.求

P一品的消貯占A草地伍∧治者地区交通オ使,茄両耳通辻山系出

港港口.向白木和かも並出ロ,断面可通辻欧並太低林向独咲体卜

糸奴等国家出口,遺骨板紙っ加え治者地区多数1]'-倫労各嵐本低.,

水戸品底伊藤上有克争j]u

木頭日.色藤一合田3方･古,用子息風食林牧並生]t.裾了解,

大息_､五泉等底国除市場上雷求凄絶太,政幸柏尊卑鼻吐口大方

v4.,丘3ri,_.ふ蒋合田用子碑楓速些偉物,尊卑可扱供-■一千三甘塊大

息和三千也五泉用千出口..,由子穿各成木低,上述jt品虜囚陣'q

- 58 -
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第四章 項目建設的必要性､可行性

-､項目建及的必食性

(:)､渚食波並鎗合弁及足施米郎寸姪済,脱肴免官的蜜鼻出

港.治者逢並森谷升及■具有車鼻的互恵意丈o升■及仏法荒地,可

以通辻井花旦池､建及台村,英行池塘界旦､台村神娘､神泉､

親果,連林,.希有禽等,以界旦並力嵐央,帝功神祖止,音牧止､

林泉止.釣魚展｡波並韓合弁及呼子保折合貴地区互恵杯境.,突風

良性生悉裾稀有蜜貴意丈｡

(I)､波並結合升及足施米各村経済,脱･a致富的貴大婚鬼･,

貴河流域大南如勺鹿城池不宜和枝G7阜期先克,嶺地区一旦足武

図･q田地区えー,永見人均収入底全国平均.数以下q項目建嵐后,

尊卑可生it鉾旦10.24方也,倒Jk伍122700方九,可

叫丈幅度増加各氏収入.此夕卜,通辻泣止結合升及及風葬姐止,

神楓止,帝功加且並､逢硝止,可妥患各村剰余労力,促速第ニ､

第三ja=止的良風,施米甥日区郎寸姪済,仇向イtA)鼠改変速-一地区

的落后面貌｡

仁)､治者漫並-9,･i.合冊風見見分利.J柑阜資源的賓鼻サ凍r･随

肴楓回建及用地的不断増加和人t7的自然増･粒,人多血少杓子盾

蒋日鹿央由o升及利用先水･､克碑等国土資波及展界紘一.神祖生

)t見後解上述矛盾的出路えー｡

ニ､項目建及的可称性

(-)､項E)区噸阜蜜楓,.群放水級性高o各.省区部e'榔叱升及

項目列入当地侃九泉風叶剣,偉力車点及展項目.近JLヰ各席~区

速分別吋項目.区イ乍了碑如与調査研究和船位,乙鹿本制iT由一登

7
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杏近朔升及叶剣和食追及展.楓刈.

(=)､自席杏件具各

1二低速盈城見雑多,升及落カえo )'可南､山曲､快西､予

見,内家せ大A-区共有仏法荒地1026多万奇o卑中宜波並威
冴達也4P5.多万音,可升及緒界旦池200多万宙o

2,水源見ぇ､水原良好.本地区水骨派比牧阜富,見本見

好染,瀬谷界阜水原藤准.結合利用貴河水資源及鹿追止生P,
鼻･･条件可碩得え独厚｡

>

3､伺軒､伺辛資凍地紋ヰ富._本区域足風域楓棉車点jh区,

大貴併和本郎･Jjf品す癖耕,可力界卑生jk塊供卑見裕的飼卦o

4､本区域内.剰余労力多,屯力風見､交通オ使､有利子泣

並生jB=和P品通報｡

(=). a.後有嵐功申井草模式｡~鑑辻各地長期的濃密,朗喪
中息籍由一各及逮低速盈威荒地■,及風生悉泣並的模式｡各店区

部涌現由-氷虎池胎吋,界旦,秤汲的高jt典型, L奇jt吐息塘,

千斤線的事例展風不坪,各項目約英施勧賞了経験く,gP虎池塘,

筑台田.,塘旦鼻息, ･台村秤楓各神泉作物,.;,LJ果路身線材,旦膚
逸可溶舶暴食音｡此夕卜,結合泣衣鉢牧止生jh,升み各神加エr'

英卑以波並九泉央,帝功各舟各並的培合及及o

(Eg)､■■有一丈敗残的及木力貴.治者大店区各店､車､各部建

有水jt親木准P遵奉軸当数登的_研究れ鈎及水jt管理れ舟,湘有

一大輿水jt赤線汲本力号.英一P具有高,中級親木堺糾勺故本人
員迭~4 00多^,各項_E)区今点茶旦高jt扱燐寸抜本保碇o

-
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第玉章 項目連投的目掠軸内容

.

-,項E)建及E)蘇:

利用国夕卜仇息骨政敵合臥勺放資(主鼻以各Al区力主.) ,汁

及清音低速荒地,建戊高森准､高jt,高森的森谷食品生jt農地.
本項E)似建直池⊥年万古,合田3万古o分単元姓符規則,以一

千奇カー十姪菅生P単元,印旦池500音,台村125奇,卑･

生jt水jt品260也,音､.禽､粗,果等61i,キ息jk伍180

万元,キ如親55万九泉宕｡

ニ､項a建及内容:

1:･斬建旦池
鼻中:.村坤旦埠

2,台■田

3､改造旦池

4,何箱界旦

5,名特使水P品界娃埼

6､水P良神埼
7,旦旬軒培合加互r

添加剤ヰ阿

鼻弟阜何

時卑阜伺

14 ･万古
2 万宙

3 万宙

6 万古

240 奇

21.耳元

6 座

5000也/ヰ 7 座

6 +

600塊/午

500唾ノキ

8､旦用句卦功物蚤白一線加エr

9､水jk品加エr
10, ~永別P品加且r

ll,水]t常易中心

12､水jt及木及身中心

卑見町長-0

6000也/卑

2500叱/キ
4000M2

2000M2■

3000M52'

9

-
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1 十

1 座

6 座

1 座

1 座

6 座

6 座



第六章 項目連投概算及資金算集

-､毅郎既昇

項E),追及資力94 339万jtJ.

鼻中:建及労用82140方克,占息叔資的87%｡

木可預見好12199万克.,占息放資的13%｡

鼻中:

甘貴.一古

宇見区

内蒙音区

快J9,一古

山.西盾

河南頒

ニ､資金着果

1.6606万九

13088万九

14937方克

1627.8方九

17542万九

16･887方九

項日息故資力94339.32.万元｡

1,中碕固夕卜侃患骨故5423. 51有美九(祈合人民申

47184.､64方克) 0

2,国内酪杏資金47154.78万九, ttl各頒区地方政

府白寿｡

洋風附泉ニ､附泉エ｡

′′-I

㌔

lO
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第七章 主要没春物蛮采鈎

-,及各部分

H､生P餓及各

1,伺卦加互生ja=或

2,水jt品加工生jh鈍

3,車庫

4､高低温容鼠及各

⇔､

_施且れ成
一1,牌上水

2,児戯れ

3､東武れ

4､翻斗阜

6p､親亨施漣阜

(S)､追給阜繭

6000仇も/卑

1000塊/早

500也/1000砲

1､活旦阜

2､親書十阜

3､面色阜(温測阜､互典阜.)

4｣及都座容骨阜_

6､谷風阜

6､越野阜

(M),生P及各

1,逸物及屯れ姐

2､水東

軍､増乳れ

4,渡集れ

-
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6,洗拘れ

め,教学､み谷､英密､温測度各仏器

1,教学及各(渡泉水､如舟れ､故影収､

東泉れ､屯楓れ､照象れ等)

2､み/2i及各(凝れ､偉鼻れ,盈中れ､一速印机等)

3､英密,温測及各収誇
∫

l
(客気収､ PHれ水原則武箱,盈微鏡等)

ニ､十軟骨部分..

1､鋼材-
i2.､水泡

3､泉油

4､象乙稀薄膿

12

-
64 -



第八章 項目建成后効果割昇

-,経済赦.良

項E)建嵐后,キJk水P一品102400也,生P娘-果,音､

禽寄港Ktlt･泉水牧副j&品4 3 OOrl･t,如上丸宅絃劉生項目如伺耕

r,水ja:品如且r､冷凍,簡易中心等,キ息戸11-rl12軍70O
方九･,年利利親3238■0方TrJ｡

利+楓

及数列親牟-
盈建放資

-34. 32%

静患及新田晩期-2-.,91年

洋風附泉乳

ニ,生悉姓盈

卵.･英神長,使冶貴流域仏法盈城j+7FL)-th.得到,?J!;---:..合ブト及･.i;f;･-I-･･･,

可建武1:･4方.青史丸和3万古台田i変荒地力楓這化.的池,臥
路､･榊才賂状的生志小区.,叶改造先棒-,防止浜済文書,防止土

塊沙化､郡車化･,洩少放線区域if大典有車夫息丈･_,第ニ,郎f~一
泡的1■■4p方音嫡界旦塘,Z1年后,卑･牛耳向神祖止枝供(I).r75

化且.頚湖勺塘軌具有赦],tp分和当千1,5イ乙立方冬風ら巳,斗消

吟･化肥~汚敷,･建立大月線色食品息J&･-,.第三,過.吐乳風水J*一希,W..
並ゝ.可帝功神祖並､如月∴】と､追給止的及展o及辻束,漣些~-糾二

丈能促速界娩並良風,速祥町長貴河流域形良良性生悉鯛J7Tl的P

並及風絶食｡

三､社食政見

浩貴地区少数氏族故多,L経済及風比敦落長巾か‡'大多数地

1‡
.
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区永民生活比観官因,鵜娩叶, 1992年清音地区人均収入収

51 1丸｡項一日建嵐后,可妥灘2万名永見就止,使f3'~万人脱ql

致富｡頭目区人草泣止的人均収入可迭1109九o此夕卜,述可
■

帝功渚東地区伺耕､食品､逢乳腺各等希止的及展'増加楓す,

且ダ区水jB:品侠鹿,及阜屠乳腺食絵札迭吋加緑風国各民族的

団結,扱高生活水子具有蜜鼻貴史｡

第九章 貸敦倍速

楓凍骨オ妥求和国内有史規定,制定分期逆数叶如, J^尊卑

的刺渦中凍恥項目夕卜氾収入骨九月束倍速骨款本息冬木諾資o

カ了扱高逆数能力,鼻努力扱高項目的姪冷奴息,合理イ史用資金,

推/>鬼速的鼻息及木,償高車伍P貴,楓凝市場JA'求生jt史加逢

瀬吋蕗的jh品｡特別足鼻暗准由陣中物,牙及逢宜叶蛸的水戸品
及深加エitl品, ･如名特侃水戸品,旦魔及以卑魔丸主卦的各砕食
品､旦皮革及鼻制品等,,以利剣江連骨o建成約台田鼻息風夕卜向

型鵡衣,藤､牧止生jt.如国除草物音鼻的大豆､五泉,.千鉾果

キ,音放P品等,扱高朋的且巌･帥仁能力o拝岬,良風番イ地
口_jd=品,ふ添加札功物蚤白線等,用草江的み法突風同港郎仁o

泉Jfl上述牌鬼后,加速款夕卜氾伽有■差潮,由夫,A'区政麻糸音調別

解決｡

-
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･第十章 項目的姐奴和管理

本項目由泉並刷ヨロ管理,泉並部水戸項目み各室灸骨項目

的実施埋骨,管理及物骨泉釣竿｡各席区鼻嵐立項日朝卑小姐,

灸青木席区的項目骨壷.､国内酪各,資金希軌体調解決項目執

行中的貴大同軌噸卑小組下及項目み心室,濃寮各店区水ji止

弁主管糾1,具体灸骨項目的実施管理和日常工作o

周夕卜骨故的由佳如鼻‥1､池オ政府財政糾1見渡資谷司;

2,本地区英力碑厚的/>司o

項目英適期鼻嶺絶す均経済的鼻求英布食止化督乳各塙区

松組建集団谷司,灸骨項目的永針姪曹管郎口述J%tJoふ,'bt区的

向克也妥組建軸鹿的経済英体,泉用股併制的み法,由,'I3'汲/ht司

放浪,菜館登草食嶺卑下的経理負食倒,以利子扱高項目.的経済

姓鹿本述骨能力o

附 困:頭目･地理位置示恵困

I呼泉⊥:.項斡概算泉

附泉ニ:.項目分頒概昇泉

附泉三:･項目国内艶鼻骨金丸
附泉四:項~目年鑑冷奴且測昇泉
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温__農漫此蛋合牙麦項目概算表
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幣束二(2-2)
沿貴重此蛋合牙麦項百分省概算表
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沿貴重地誌含牙菱項目国内監誉資金表

幣束三 早伍:万元

f資金泉源 ■合叶
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拾貴重並琵合牙鼓項巨｢替済敦蓋&ll算表

‖

項E)
早 薮_
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大､鼻他加互､及各政人 7,450 49,400
.8,350

項E)基本建及患及資:94,339方九

項目基本建及及奇利嵐牟:34. 32%

項E]基本建及故肴回収期:2. 91キ -21-
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